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論 壇

小私有林の将来を考える
一間われる私的所有の意味一

ざき

崎
くま

能
Jbb，

搾
喜
員 筑波大学農林学系丑0298-53-4631．直通

薄れる存在意義

90年の林業センサスによると,0．1ha以上の森林を保有する世帯（林家）の数

は250万とされている。このうちの約58％はlha以下であり,20ha以上の世帯

はわずか2％。もちろん面積のシェアで見れば，零細保有者のウエートはずっと

小さくなるが,それでも個人有林の6割強を20ha以下の林家が保有する｡農山村

の居住地の周りで目につくまとまった森林のほとんどは，こうした小私有林と見

てよかろう。

わが国の私有林がかくも小規模・分散的になった一つの理由は，私有林の大部

分が耕地の所有と，したがって農業と密接に結びついていたからである。30年前

の60年林業センサスの時点では,270万戸の林家のうち実に254万戸,94%が農

家であった。農業や生計を支えるうえで森林が不可欠であったからこそ，多くの

農家が林野を所有することになったのであろう。森林や原野からは耕地の地力維

持や家畜の飼料用に小柴や野草が採られていたし，そのほかさまざまな営農用資

材や自家用の薪，林野副産物が採取されていた。

その後，森林のこうした自給的利用はしだいに後退し，現金収入源としてのウ

エートが高まっていく。まず，都市人口の増大とともに小私有林での薪炭の生産

と販売が増加し，1950年代以降は建築用材の生産を目的にした人工林の造成が盛

んに行われた。というのも木材市場に異常な活気があったからである。

今日ではいささか想像しにくいことだが，保有山林20ha未満の林家でも農林

複合経営で自立でき，それ以上の山林があれば林業だけで自立できるという論議

があったほどである｡残念ながら70年代以降の日本経済の急激な拡張と国際化の

中で，こうした予測はすっかり外れてしまった。

1960年から90年にかけて農家林家が254万戸から159万戸に減り，非農家林

家が16万戸から91万戸に増えた｡こうした傾向は今後とも続くであろう｡耕地を

手放して非農家になった農家でも,あるいは都市に居を移した農家でも,山林だけ

はなかなか手放さない｡そして小規模の非農家林家,サラリーマン林家に共通して

いえることだが，農業をやめた途端に林地の生産的利用は目立って減退する。

邸f歩筵蒔咀:酷訟9釈蝿聖玲僻f鵠江可～－，~nF訴悪字四海冤唖や錘琵ぷぞf塞榊……を雑唖咽圭瞬……今警報一…畢挺謡斌…零隷換零.琴露写彗鳶課母出風延塾野夛ｰ写ｱｰｰｰ錘と_悪寒謡宰孟2二コ垂寺塞司君寸志王詞悉垂夢近国Tで蓉嘔窪竃狂垂詫岩垂＝動｡唾蓉郵乳……噛蒋鋒埜……
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(1)詳しくは,森巌
夫･熊崎資『センサ
ス(1990)にみる日本
の林業』全国農林統
計協会連合会を参照
のこと。

実際問題として，山林は林家の有力な収入源ではなくなった。農林水産省が実

施している「林家経済調査」によると，この20年来林家1戸当たりの平均林業所

得は横ばいを続けている｡例えば保有山林5～20haの林家で15～25万円,20～50

haの林家では50～80万円で推移していて傾向的な上昇が見られない(x>･一方，こ

の間に勤労者世帯の給与所得は150万円前後から600万円台へと約4倍になって

いる。年所得が150万円の時代であれば,25万円ないしは80万円稼いでくれる収

入源は無視できないものであったろう。しかし世帯の所得が600万円以上に膨ら

んだ現在,この程度の林業所得では家計の支えにならず,一家の主要な労働力を振

り向けるわけにはいかない｡努力するだけのがいがないのである｡その結果,林業
への興味は失われ，山の手入れもされなくなる。

地域共有資源としての森林

(2)Fシューマッハー

『スモール・イズ・ビ

ューティフル』講談
社学術文庫。

(3)温帯諸国に見られる
森林経営思想の動向
については『グリー
ンパワー』のrみどり
再生の模索」（1994
年12カ月間連戦)で
紹介した。

誌壁寺ﾛL,？ｰ

にもかかわらず，山林が持ち続けられているのはなぜか。おそらく積極的な理

由はあまりないであろう。別に手放す必要がないからとか’何とはなしに持って

いる，といった答えが圧倒的に多い。保有の理由が消極的なだけに，ゴルフ場や

スキー場，別荘用地として有利に売れるとなれば，簡単に手放される可能性が

ある。

近ごろでは自然環境としての森林の重要性がしきりに強調されるようになった。

その一方で，どのような森林であれ自分の財産なら好き勝手に処分してかまわな

いという風潮がすっかり根を下ろしている。しかし本当にそうだろうか。森林と

いうのは美しいわが国土の一部である。人為の手を加えて育てられた林であれば，

多くの人々の労働が刻み込まれており，文化的な遺産にも等しい。

そもそもこの地球上にあるすべての土地は，未来永却にわたって，あらゆる生

物の生存を支える基盤である。その基盤を根底から破壊するような行為は何人に

も許されるはずがない。森林の所有者というのは，人類が共有すべき財産の一時

的な借り手でしかなく，その借り物をうまく管理できなければ，所有者になる資

格はないのである。森林がすべての生きものを支える基盤であるとするなら，そ

れは何よりも健康でなければならず，そのうえに美しく，永続性を持たねばなら

ない。木材をたくさん生産するとか，お金がもうかるといった話はこの条件を満

たしてからのことだ(2)。今日，世界の林業界の話題をさらっている｢持続可能な森

林管理｣も，根本にこの哲学がなければ空疎な念仏に終わるだろう。そして時代の

流れは,木材生産のための森林管理から森林生態系のあらゆる機能を保全する｢生

態系管理」に確実に移行しつつある〈3)。

イギリスの地理学者A･メイサーは,人類による森林の利用を｢工業化以前」「工

業化の時代」「工業化以降｣の3段階に区分した。工業化が始まる前には森林の使

い方はすこぶる多面的であり，共同体的に保有されている森林から衣食住にかか

わるさまざまな産物が採取されていた｡それが工業化の時代になると,木材生産が

森林利用の圧倒的なウエートを持つようになり，森林の私的所有・排他的利用が

＝羽下夢ﾛ伊~凸

林業技術No.6351995．2
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(4)A、メイサー（熊崎
訳）『世界の森林資
源』築地書館。

主流となった。先進工業国の多くは，現在この段階を脱して3番目の段階に移行

しつつある。「工業化以降｣の段階になると，環境の安定化に果たす森林の役割や

生物の生息環境としての森林の働きが，木材生産と並んで重要視されるようにな

り，私的に所有される森林についても公的な利用規制が強化されるとしているい)。

木材生産中心の｢工業化の時代｣に形成された森林の私的所有は，脱工業化の段

階において所有者の責任が強調されるようになり，結果的には各種の社会的規範

に服することになっていく。おそらく森林はみんなのものだという意識が市民の

間にますます強まってくるだろう。とりわけ管理できずに放置された森林につい

ては，没収されても文句の言えない状況が出てくるかもしれない。

拡大する都市住民との認識のずれ

ロJ酢盈一郷4露両△

この十数年来，山持ちさんたちは，木材が売れない，山林労働者がいなくなつ
くﾞち

た，山の手入れが大変だ，などと愚痴ばかりをこぼしていた。特に山村において

は過疎化が進み，取り残されるという思いが強かったであろう。都市の水源であ

る森林をしっかりと守っているのに，下流の水利用者から見るべき支援がないこ

とに不満が大きかった。

実のところ筆者は，70年代から80年代にかけて上下流の協力による森林整備

の検討会に加わっていた。関係者の論議を聞いていて興味を引かれたのは，上流

側が主張する森林整備はもっぱら木材生産を軸にしたものであり，下流の望んで

いる水源保護との間に微妙な食い違いがあることである。下流の利用者に言わせ

れば，造林や保育に協力するのはいいとしても，上流はどこまで本気で水源を守

ろうとしているのか，それがはっきりしていない。せっかく整備された森林が乱

暴に皆伐されたり，ゴルフ場に転用される危険がある以上，おいそれと協力でき

ないという本音が見え隠れしていたように思う。

ところが上流のほうは，下流側のそうした不安を読み取ることができず，ひた

すら水源かん養に果たす森林の重要さと林業の苦しさを訴えるばかりであった。

上流側の論議には，木材生産がうまくいけば水源が保護され，環境としての森林

の働きも十分発揮されるという大前提がある。逆に言えば森林を経営するに当た

って，木材生産以外何も考えていないということだ。

かつて森林を生産的に利用することは美徳と考えられ，そうした利用を通して

経済的な豊かさを実現することが森林経営の目的と見なされてきた。また森林政

策においても，所有規模の大小を問わず，すべての私有林を木材生産の戦列に参

加させることに力点が置かれていた。しかし今日では，このスローガンで小規模

の山林所有者を動かすのは非常に難しくなっている。

都市住民の側からしても，木材の自給は以前ほど重要な意味を持たなくなった。

外国から木材がいくらでも入ってくるし，木材の代替品も豊富に出回っている。

国際競争力の弱い国内林業を保護して木材生産を増やすことには首をかしげる向

きが多い。国内の森林がなぜ必要かといえば，それがかけがえのない自然環境で

▲函■■ ＝し.星■や丹．．,戸靹､.‐‐…劫率“…曲汚誇癖‘…良，｡q』q‘‐パー弱、‐・風皿一一■,‐‐や詞↓土型5■…轟迩’一LZF‘:可ご‐

林業技術No.6351995.2



5

一……ｷ増車零、……弾2零騨輕2¥拝一蝿既謝識融盈-.-ニニ…評…，…：舜削…｡.¥對令…9鈴魁…聖…令群『蝿 ‐上坐＊樫…鍔嘩還星亀溝＝…裁詮:＊:、ユーざ.ゴー，ﾛ.‐ …鋒抵鐸…輔

あり，多様な生物の生息場所であるからである。

真に持続的な木材生産を実行することが，森林そのものの健康と美しさと永続

性を保つ近道だという主張もある。確かにそれも間違いではないのだが，カネ勘

定ばかりが先行する近ごろの風潮の中では，説得力が弱い。つまり，もうかれば

やるが，金にならなければやらないという気まぐれなことでは，ちゃんとした山

づくりはできないからである。

それともう一つ注意すべきは，生物多様性の保全が森林管理の重要なテーマに

なってきたことだ。これは国土保全や水源かん養とも違って，木材生産との両立

が難しい。手つかずの自然を求める声は，今後ますます強くなることが予想され，

木材生産の場が実質的に狭められていくこともあり得る。

森林の所有に新しい意味づけを

(5)拙稿「楽しい林業の

すすめ｣『林業技術』
Nn560

(6)HenryKernan:
FromTreeFarm

toForestFarm,

AmericanForests,

MarCh/April,1994.

しかし，だからといって，一足飛びに森林の公有化というわけにはいくまい。

森林を国有化したことで荒廃が加速された例は世界中にいくらでもある。また，

農地や宅地に入り交じってあちこちに分散する森林を市町村などが統一的に管理

するのはきわめて困難なことだ。森林の小規模な私的所有は今後とも相当な期間

にわたって続いていくと見なければならない。

そこで問題になるのが私有林所有者の行動である。この人たちが目先のカネ勘

定よりも健康で美しい森づくりに喜びと誇りを感じてくれるようになれば申し分

ない。5，6年前のことだが，本誌のこの論壇を借りて｢楽しい林業」「趣味とし

ての林業｣の重要さを述べたことがある(5)。当時林業を巡る論議といえば，もうか

らないとか,仕事がきついとか,暗い話が多かった｡苦しい実情を訴えて一般の理

解を得ようという意図はわからぬではないが，こんなマイナスイメージばかりを

宣伝していたのでは,森づくりの意欲はますますそがれてしまうと考え,発想の転

換を呼びかけたのである。

小私有林所有者のほとんどは，森林からの収入などあまり当てにしていない。

彼らの関心を山に向けさせるには，山づくりの楽しさ，魅力をわかってもらうの

が何よりである。業（なりわい）として成立させるのはなかなかの苦労だが，カ

ネ勘定を離れ，自然とじかに向き合って，健康で美しい森林を思い思いにつくる

となれば話は違ってくる。週休2日制，3日制が定着する時代の最高の余暇の過

ごし方になるかもしれない。

最近，『アメリカン・フォレスツ』という雑誌を読んでいたら，ヘンリー・カー

ナン氏という人が面白いことを書いていた(6)。彼はニューヨーク州の北部に森林

を所有していて,以前ここで木材生産を目指していたのだが,今では森林がもたら

す多様な便益に大きな価値を見いだすようになり，孫たちと一緒に自分の森林を

散策するのが最高の楽しみになっているらしい。

今から半世紀前に，カーナン氏が荒れた林地を取得して植林や林分改良を行っ

た。当時はアメリカでも木材の増産が叫ばれていたからである。ところが政府が

‐罹塞月…一一…，，坐食ﾛﾛｰ､鐸簿 ~二”や壬÷悪,睡匙需毒!墨も唾ざ鄙揖一一,¥,幸二壁Z一二 q『~▼Fｰ’一毒‘ﾆｰ.‐ー霊国司季
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けん

喧伝していたような「木材不足の時代」はついにやってこなかった。造林木が売

れるという見通しは小さくなるばかりである。だが，カーナン氏が言うには，「森

林を所有していることで，それよりも何倍も大きな見返りのあることがわかって

きた」そうだ。カーナン氏によれば，私有林の所有者は自分の森林に潜む多様な

価値に注目して，木材生産を超えた「大きなビジョン」の下にその森林を管理し

ていくべきだと主張する。そのような観点からすれば，これまでアメリカで使わ

れてきたtreefarm(木材の育成場）という言葉はいまや適切ではなく，森林の多

様な便益を丸ごと享受するという意味で,forestfarm(森林を育てる場）でなけ

ればならないという。

今必要なのは，まさにカーナン氏の言うような森林に対する価値観の転換であ

る。アメリカ議会もこうした転換を推進すべく,1990年に｢スチュワードシップ・

プログラム」と呼ばれる3つの事業を承認した。それは，①森林の多面的な価値

に着目した改善計画の作成(公的な部門による情報の提供と技術援助)，②この計

画で認められた活動の助成（事業費の75％まで連邦が補助)，③転用のおそれの

ある森林の保全（連邦による地役権の取得)，がそれだ。

私有林政策の転換を

(7)｢山を勤かさなけれ
ば山は死に，山村は
食えなくなる」とい
うのは石原猛志氏

（『森林工場への道』）
の名言である。

(8)拙稿「森林管理をめ
ぐる問題点と対策」
『条件不利地域の腱
林業政策(国内編)』
森とむらの会。

癖褒一.呼声屍

わが国においても木材生産一辺倒の旧来の政策を転換し,treefarmからforest

farmへの移行を積極的に推進する時期にきているのではあるまいか。これは木材

の生産を排除することではない。樹木が大きくなったら伐採して市場に出すこと

もできる。その収入は，いわば山づくりの「おこぼれ」であり，ボーナスのよう

なものだ。これも山づくりの楽しみだろう。ただ，その収益はひと昔前に比べる

とずっと小さく，あまり頼りにならなくなっている。

ところで，こうした木材の収穫やその他の育林関係の仕事をだれがやるか。自

分の家族労力で実行できるような所有者はほとんどいなくなる。仕事をやる人た

ちがいなければ,本当に山が動かなくなってしまう(7)｡市町村程度の地域単位で機

動的に動ける労働集団の編成がどうしても必要だろう。具体的な運用としては地

域内の森林をいくつかの団地に分け，さまざまな人たちによって所有されている

森林の作業をひとまとめにして,この実働部隊が順ぐりに実行するのである。5年

から10年の間隔で除間伐を繰り返すことができれば,山の手入れに関心がなかっ

たり，やろうとしてもできない人たちの山林にも最小限の手が加えられて，地域

全体の森林は健全な状態で推持される(8)。

所有者の側に山を動かす力がないわけだから，こうした労働集団を軸にして地

域の森林資源を回転させていく工夫が必要になってくる。これによって林業での

雇用の安定と労働条件の改善が可能になり,川下への持続的な原木供給も,ある程

度確保されよう。逆に地域的な支援のシステムがないと趣味の林業も成り立たな

い。

《完》

ー･■弓一一四一．二．一・……凸畠…………･…唾.主
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説小規模私有林の経営戦略

福岡県添田町・井上九八郎氏の

森林経営

患
●

さかいまさひろ

堺正紘‘1．はじめに 〈I

…凹凸輩一伊一一
F＊、‐

墳畠，閲 ;#‘蝋識慰’わが国の人工林は，戦後，急速に拡大し，その

多くがすでに間伐期に達している。これらの多く

は，中小規模林家の血のにじむような努力によっ

て育て上げられ，今，ようやくその果実を手にで

きる段階に至ったところなのである。

しかし，にもかかわらず経営環境はと見ると，

木材価格の低迷や労働力の不足等の中で多くの林

家が経営意欲を失っている。間伐の放棄や手入れ

不足の人工林も目立っているし，人工林の伐採跡

地を植林せず，放置する林家すら現れるようにな

ってきたのである。

このような状況の中で，小規模林家はどのよう

な経営戦略を持ち，経営を行っているのか，福岡

県添田町の井上九八郎氏の事例を通して考えてみ

たい。

P‐

＊九州大学農学部附属演習林研究部
窓092-948-3114．直通

たことに始まるのである。

添田町に分家してきた先代は，商業を営み，そ

れで蓄えた財で山林を購入し，それらの山林の立

木を売却しては若齢林を購入するという形で保有

規模の拡大を図った･井上九八郎氏はこの先代の

次男であり，同家の山林はこの父上が集積した山

林の一部を相続したものである。

井上家の所有山林面積は36ha,農地はまった

く保有せず，独立以来一貫して林業専業で生活し

てきた。家族はご夫妻(58歳と52歳)のほかに大

学4年生の息子と京都市在住の娘の1男1女があ

る。同氏は，福岡県の指導林家をはじめ添田町腱

林推進委員，同町林業研究会長，同町森林組合理

事等の指導的な役職を歴任し，昨年からは添田町

森林組合長に就任するとともに添田町の第3セク

ターである㈱ウッデイの専務取締役も兼務してい

る。

2．井上家の歴史

井上九八郎氏は，福岡県で最も活発な森林経営

を行っている林家の一人である。同家の森林経営

戦略は，密植と集約的な枝打ち，これらを足場丸

太および柱用材として間伐，有利販売するという

ものであった。しかし，このような戦略も1991年

の台風災害とバブルの崩壊のダブルパンチによっ

て再構築を迫られている。

ところで，井上家はもともとは大分県日田市の

出身であり，1930（昭和5）年の金解禁の断行で

有名な大蔵大臣・井上準之助氏の生家に連なる。

添田町の井上九八郎家の歴史は，同氏の先代がこ

の日田市大鶴の井上家から分家して，大正時代に

石炭産業の栄えていた福岡県田川郡に移住してき

3．所有山林の沿革と現状

井上家の現在の所有山林36haは3団地に分か

れ,このうち先代から相続したのは33haで,残り

は九八郎氏自身が購入した。父からの相続山林は

人工林であったが,1961年に発生した大規模な山

火事のためほぼ半分が焼失し,現在は12齢級を中

心に約11haに減少している。もっとも，これらの

被害木からは仮設電柱や足場丸太あるいは3m･

林業技術No.6351995,2
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表・井上家の経営森林の樹種別齢級構成
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合計’30.81110,28414.061922134.87111,醜

質料：個別施業計画書により作成

写真･1井上九八郎氏

4m丸太を生産,販売しており，すべてが灰塵に

帰したわけではない。特に足場丸太は，北九州の

市場と提携して同家の山林から直接，施工現場に

搬入したため1本800円という高値で売れ，その

収入で現在の宅地がl職入できたという。なお，こ

のときの「足場丸太の直納システム」はその後も

続けられ，同家の間伐材販売の大きな特徴となっ

ている。

その後，｜司氏は山火事の跡地を自力で植林する。

ここで氏は，先代の植林地がすべてスギ（しかも

ヤブクグリスギ）であったのを反省し，一部にヒ

ノキを植林するとともに，スギについても通直・

無節材の生産に適した早生系（クモトウシ，ウラ

セバル，ヤイチ等）と晩生系（オビスギ，ホンス

ギ，実生等）の品種の混植を行った。これらの新

植地では枝打ちを徹底的に行い，早生系品種では

間伐の繰り返しによって間伐材の販売収入を確保

し，晩生系では長伐期大径材の生産を行うことに

した。

経営山林は人工林が35haであり，天然林はl

ha弱にすぎない。人工林の樹種はスギが31ha

(88％）と圧倒的に多く，ヒノキは4ha(12%)

である。これらの人工林の齢級構成は表に示すよ

うに,先代から相続し，火災を免れた11～12齢級

と，火災後に同氏が自ら植林した6齢級とに集中

している。すなわち，ヒノキは山火事前後の欄ホ

に限られるが，スギは山火事後の植林地力撮も多

いものの，先代から相続した11～12齢級も35％

とかなり大きなウエートを占めている。1ha当

たり蓄積は，スギは334m3,ヒノキは227m3に達

する。

しかし長伐期大径材の生産を目指していた

11～12齢級の林分は,91年の台風によって被害を

受けたことや，息子さんの学資として一部を全伐

したことなどから，実質的には半分程度に減少し

ているものと見られている。

一方，6齢級のスギ，ヒノキ林は，上述のよう

に当初から無節材の生産を目標に枝打ちと間伐が

繰り返し行われてきた。そのため，通直完満な枝

下高の高い林分となり，林床にも下層植生が繁茂

しており，25年生の人工林とは思えない風格を醸

し出している。

しかしこのような林分も,やはり91年の台風で

早生系品種が数多く被害を受けたため，早生系の

間伐材収入で経費を回収し，晩生系の主伐収入で
もくろみ

収益を実現するという目論見が崩れ，経営戦略の

再構築が必要になっているのである。

なお，井上氏は早くから路網整備の重要性に着

目し，すでに山火事跡地の植林のときから「手が
くわ

空いたら鍬で道を造る」という形で始めていた。

林業技術No.6351995.2



現在は，林業改善資金を利用して開設したトラッ

ク道(10t車通行可）が500m,自力で開設した

林内作業車用の作業路が1,600m,計2,100mに

達し，路網密度は58m/haに及ぶ。この作業路

は,現在は1.5m3積みの林内作業車の通れる幅員

2mの作業道が中心であるが,今後はこれらの作

業道を4輪駆動の軽自動車が通行できるlllH員

2.5～3mに拡大したい考えである。

いずれにしても，自動車道があると山林の見回

りや手入れが行き届くばかりでなく，搬出コスト

の削減にもつながるので，植林や保育作業に雇っ

た人夫の手の空いたときには可能な限り道造りを

させる，という考え方で作業道を不断に延ばし，

改良し続けている。

4．森林経営の変遷

井上家の森林経営は，上述のように先代の山林

の一部を相続することによって始まったが，その

変遷は次の4つの時期に分けられる。

第1期は相続から1961年の山火事までである。

この時期は先代から引き継いだ山林を単に保有し

ていた時期であり，これといった特徴は見られな

い◎

第2期は，1961年から1975年ごろまでの山火

事跡の復旧造林の時期であり，このときから月的

意識的な森林経営が始まったと見てよい。井上氏

は，跡地の復旧造林に当たって，

①適地通木適品種，

②スギは早生系品種と晩生系品種の混植，

③ha当たり4,500本の密植，

④集約的な枝打ちによる無節材生産，

⑤早生系品種の多間伐による収入確保，

⑥晩生系品種での長伐期大径材生産，

⑦これらの自力および雇用労働力による実行，

などの経営戦略を定めた。この時期の施業体系を

具体的に見ると,下刈りは6～7年生まで,最後の

下刈りのときに泥枝打ち(すそ枝払い)，8年生で

除伐と第1回目の枝打ち，その後5年ごとに6m

(通し柱)+1m(安全を見て）の高さになるまで

枝打ちを行っている。

9

鰯3期は，山火事後の造林地での間伐収入が生

活の基盤となった時期である。関門橋の建設など

による足場丸太のブームと重なり，集約的に枝打

ちしていたこともあって，同家の足場丸太は末口

9cm,長さ6～7mで1本3,000円,100本で

30万円という高値で売れたこともあった。間伐は

15～25年生の間に2～3回,足場丸太の生産を目

標に適材を選木して伐採したが,標準的には15年

生で6mの1本取り,20年生で7～8mの長丸

太，25年生では元玉（3～4m材）と足場丸太を

それぞれ生産した。

丸太適材の選別，伐出および皮剥ぎを自力（自

家労力および雇用）で行い，製品をユーザーの指

定する現場に直送したので価格も高く，収益性も

良かった。毎年，林業収入が350～500万円あり，

ほかに株式投資による収入もあったので生活は安

定していた。

しかし，このような第3期の安定経営も，1991

年の台風による激しい被害や木材価格の低迷，さ

らにはバブルの崩壊によって重大な危機に陥った。

第4期の現在は，経営戦略の根本的な見直しが課

題となっているのである。

5．経営目標の再構築と小規模経営の展望

このように井上家では経営戦略の見直しが課題

となっているが，まだ確立されているわけではな

い。しかし，すでに保有森林の林齢が6齢級を超

えているという現状では，従来のように足場丸太

の間伐収入に依拠することができないことはいう

までもない。そこで氏は，保有山林の特徴，すな

わち，

①集約的な枝打ち林分であり，

②枝下淘が6～7mに達すること，

③直径が柱適材ないしそれ以上になっていること，

等から,主たる生産同標を6mの無節柱材にシフ

トし，適寸となった材または林分になったものか

ら間伐あるいは主伐する意向である。赴的にはこ

うして通し柱をha当たり1,000本確保したいと

している。柱遡寸以上の材については縁桁材に適

する寸法になるまで伐採を繰り延べたい意向であ
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写真･2井上九八郎氏山林

る。また，間伐跡地への植え付けによる多段林へ

の誘導や，スギと広葉樹の混植による混交林の造

成にも取り組んでいる。

ところで，集約的な枝打ち材をその価値どおり

に販売することは必ずしも簡単な問題ではない。

丸太のままでは枝打ちの効果を客観的に評iliする

こと力ざ難しいからである。そのために井上氏は，

柱適材を立木や丸太のままでなく，柱角製品とし

て販売する方法を検討している。

しかし，それには近くに優れた伐出生産業者や

原木流通組織，あるいは無節材の加工能力を持つ

製材工場等の存在することが必要である。添田町

では森林組合の活動が,年間約8,000m3の林産事

業，製材加工事業の運営などかなり活発である。

また，1992(平成4）年に発足した第3セクター．

㈱ウッディも伐出事業を行っているし，数年後に

は製材事業にも進出する計画である。林業の地域

的な生産流通システムづくりは一般的には整いつ

つあるが，無節の通し柱や縁桁の生産販売という

意味では問題点も少なくない。井上家の経営戦略

の転換が軌道に乗るかどうかは，このような地域

的な生産流通システムの盤備がぜひとも必要なの

である。

小規模林家の中には，井上家のように枝打ちに

代表される集約的な施業によって強い販売力を形

成してきた林家も少なくない。個別的な努力によ

って販路を確保してきたのである。しかし現在で

は，そのような販売力の強い無節材のような材を

持つ場合でも，地域的な取り組みなしには存立で

きなくなっている。小規模林家にも，集約的な施

業によって立派な森林を造るとともに，地域的な

林業生産流通システムの活性化へ向けた主体的な

取り組みが求められているのである。

第106回日本林学会大会のお知らせ
北海道大学において，きたる4月3日侭)～5日耐の3日間，第106回日本林学会大会が開催されます。詳
細は大会運営委員会までお問い合わせください。〒060札幌市北区北9条西9丁目北海道大学農学部森林

科学科内第1()6回日本林学会大会運営委凰会総務(a011-706-2510,MXO11-7()6-3343)

なお，105回大会に引き続き，従来の林政，経営といった部門別発表のほかに，テーマ別セッションが設定
されています。読者の皆様の便に供するため，テーマ別セッション名を掲戦いたします。変更が生じた場合
は ご容赦ください。編集部
・地球喋境とグローバルフォレストリー・森林の保全･管理と市民一森林と社会の新たな関係の形成

に向けて・都市近郊林の役割と保全・利用・森林風害の生態学的評価と森林管理のあり方・樹木の診

断と治派（ポスターセッション）・年輪情報の解析，古環境の復元。あえて森林の総合的管理について

・穣雪とブナ林の分布一ブナ林分布のメカニズムをめぐる諸説とその検証・非線形農学の展望・モ

ジュール性の森林・林業における意義・DNA分子マーカーと森林の繁殖描造研究・森林管理のための

成長予測システム・森林の蒸散駁・GISとリモーI､センシング(共同セッション）・アメリカ林業･林
潅業の近年の動向と森林政策

林難技術No.6351995.2
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驚鍵蕊蕊灘蕊蕊霧鮮識;静‘瀧::患蕊_鳥、2‐一.ー可:‘…．島･_i′『鰯溌驚識蕊蕊驚 解
説

灘蕊繍蕊議灘鍵議譲蕊蕊蕊

ここまで見えてきたヒノキ漏脂病

1．はじめに

ヒノキ漏脂病は，現在全国各地で被害が報告さ

れている，ヒノキ林施業上最も問題となっている

｢難病｣の一つである。これについては従来多くの

研究報告があり，それらを総合的にとらえた文献

もいくつか見受けられる。比較的最近のところで

は本誌にも畑野(1)のミニレビューが掲載されて

おり，また鈴木ら(2)，小林ら（3）の報告中で

も，従来の知見を広くとらえた考察がなされてい

る。これらの報告の後いくつかの新知見が得られ

たものの，その発生機構についてはいまだに定説

は確立されておらず，今，まさに各方面で研究が

推し進められつつあるところである。このような

時期に，どれだけ意味のある文章を書けるか，は

なはだ不安ではあるが，石川県の事例を紹介しつ

つ，より現場に近い立場からヒノキ漏脂病研究の

現状について，解説を試みたいと思う。漏脂病の

試験研究に対し，樹病研究に携わっておられる多

くの方々に大変お世話になっている。この場をお

借りして，厚くお礼を申し上げたい。

2ヒノキ漏脂病と類似症例

ヒノキ漏脂病とは，文字どおり樹脂（やに）が

樹幹に激しく流出する樹病である(写真･1)。病状

の進展に伴い樹幹の肥大成長の源である形成層が
えし

壊死し，その範囲が広がると樹幹の変形，さらに

は溝腐れを起こしたり，まれには枯死に至る場合

もある。なお，漏脂症あるいは漏脂性病害との表

記をした文献もあるが，これは病原が特定されて

いない段階で，病名を確定することを避けたもの

である。

また，択伐林施業等で知られるアテ(4)にも漏

脂病が発生する。アテとは石川県の地方名であり，

植物学的にはアスナロの変種であるヒノキアスナ

ロに当たり，青森ヒバとも同一のものである。ア

、

やだ

矢田
ゆたか
壷＊
三

毎礎蕊
一睡、 :鑑:箪等畷;鍵識鍵蕊蕊翰Ｊ

１
鮒
量
令
３

*石川県林業試験場造林科壷07619-2-0673．代表

写真･1ヒノキ漏脂病患部幹の広い範囲に樹脂が流出す

る｡ここでは透明な樹脂と,時間を経て白く固結した樹脂が

認められるが,樹脂は黒変,または黄変する場合も多い。

テ漏脂病の症状はヒノキ漏脂病とほとんど同様で

あり，同じ原因によって発病している可能性も高

い。よって，以下では必要に応じアテ漏脂病につ

いても触れる。

さて，ヒノキ（およびアテ）の樹脂の流出は，

内樹皮に形成される傷害樹脂道から起こる。これ

は傷害が生じたときに形成される組織であり，樹

脂が生成されるのは樹体の防御反応である。傷害

樹脂道を形成する具体的な「引き金」としては，

微生物の侵入，物理的傷害等が考えられる。ここ

林業技術No.6351995.2
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写真･2ヒノキ樹脂胴枯病患部時間を経て白

く固結した樹脂が多数付着している。主に外樹
皮の発達していない，若い部位に発生する。

で，樹脂流出力認められる類似の症例とヒノキ澗

脂病を比較しながら紹介する。

樹脂胴枯病

微生物の侵入により樹脂流出が認められるヒノ

キの病害としては，以前本誌(5)でも紹介されて

いる樹脂胴枯病（写真･2）がある。これは不完全

菌類のSe"縦""fZ"〃'"""(旧名A伽"“〃“地

z"z〃0ﾉ'"iS)を病原体とする樹病であり，漏脂病の

場合よりも若い個体（または部位）に発生するの

が特徴である。およそ10年生までの，外樹皮の発

達していない幹あるいは枝の部分に発生するため，

このことさえ知っていれば漏脂病との|丞別はさほ

ど困難ではない。なお，この菌はネズミサシに恒

常的に寄生しているといわれており，ヒノキ新値

地にネズミサシが残してあるような林地での発生

が特に多い。

物理的傷害部からの樹脂流出

物理的傷害部から,剛旨流出が認められる事例と

しては，虫害跡や枝打ち跡などがある。虫害跡で

は，スギカミキリの食害跡が集中している場所で

周縁部がカルス状になり，樹脂を激しく流出して

いる場合がある。また，枝打ち跡から樹脂が激し

林業技術No.6351995.2

写真･3枝打ち跡からの樹脂流出枝打ち跡が陥没し

樹脂が激しく流出しているが，数年後には回復した。

く流出していることもある(写真･3)。このような

物理的傷害部から漏脂病へ進展する場合もあるが，

より広い範囲に拡大して樹脂流出が認められた場

合を，漏脂病と判断してよいと思う。なお，樹脂

流出が激しかった枝打ち跡等が，必ずしも漏脂病

に進展するとは限らない。

3．被害の実態

次にヒノキ端脂病の被害実態について考えてみ

たい。これを把握することは，漏脂病被害から見

たヒノキ造林適地を明確にするのみならず，発生

機構解明の手がかりを得ることにもつながると考

えられる。

発生環境

全国的には，ほぼ東北地方と北陸地方に多いと

考えて差し支えないようである。それ以外の地域

でも発生は認められるが，相対的に軽微であると

いわれている。東北地方のヒノキ人工林を広く調

査した山谷らの報告(6)によれば，冬季の最低気

温が低い地域で被害程度が大きいとされている。

県または市町村程度の範囲を対象とした被害実

態の調査報告は多いが，総合的には，立地条件に

よる傾向はあまりはっきりしないと考えてよいで



あろう。成長の良い立地で被害が大きいとする報

告が多いともされている(2)が，少なくとも石川

県のヒノキ（およびアテ）で見る限り，その傾|句

は明らかではないようである。むしろ，滞水状態

になりやすい土壌条件が漏脂病の発生にかかわっ

ているようにも思われるが，詳細は不明である。

林分の空間内での分布についても，林縁部で多

いという例等が知られるが，林内にほぼ均一に発

生している林分も多く，普遍的な傾向とはいえな

いようである。

成長との関係

漏脂病の発生が林木の成長とどのような関係に

あるのか，またそれが何に起因するものなのかに

ついて，いくつかの地方の被害実態調査報告を基

に考えてみた(105回日本林学会大会で口頭発

表)。まず注意したいのは,被害水準のとらえ方の

違いにより，被害発生パターンも異なって見える

という点である。患部が変形し，材部に恒久的な

ダメージを受けた個体にのみ着目した場合，おお

むね被害率は林木の成長につれ増加する傾向にあ

る。一方，調査時点で樹脂が激しく流出している

個体に着目した場合には，比較的若い時期に被害

率のピークが認められる。そのピークは，胸高直

径で見るとおよそ10～15cm,樹高ではおよそ

10～15m,林齢では約10～20年に認められ,特に

胸高直径と被害率との関係で最も明瞭なピークが

現れた。またアテの被害実態調査結果でも同様な

傾向が認められたが，ピークの数値は胸高直径で

のみヒノキと一致し，そのほかはややずれた値と

なっていた。さらに，山谷ら(6)の調査データよ

り患部の発生高と胸高直径について検討した結果

では，胸高直径が大きくなるほど患部発生高は高

くなっている傾向力認められた。これらを併せ考

えると，漏脂病の発生部位である樹幹の直径のサ

イズ（に関連する要因）が，その発病に裕接にか

かわっているのではないかとも思われる。

4．現在の諸説

以上の情報を踏まえたうえで，現在有力視され

ている病因の諸説を紹介する。なお，ここでは詳

しく触れないが，樹脂流出現象自体には樹体の生

13

鍔雛虫職打。
霧箪雷'…"繍尋，

|初期病徴の形成’

’一一寄隻菌の閥辱？物理的ストレスの継続？
「惠蔀あ菰天1

トー･"層の嬢“周囲の肥大成長
「覇尋房菱形1

｜孝一－－腐隻菌の関。
「震麿五1

図・ヒノキ漏脂病発生機構モデル諸説を集約し，現時点

で考えられる漏脂病発生のおおよその流れをモデル化した。
このほか，初期の段l精で樹体の特異的な生理反応がかかわ
っている可能性もあるだろう。なお，本文中に挙げたi澗類
は，すべて（条件的）寄生燗に願するものと思われる。

理的特性が深くかかわっていることも確かであり，

｢生理病｣的な側面も見逃せないだろう。これらの

説を併せ，現時点で考え．られる発生機構モデルを

図に示した。

気象因子説

これは，鈴木ら（2）等が提唱している説であ

る。前に述べたように，漏脂病の発生地が寒冷地

帯に偏っていることから，雪や寒さといった気象

因子による（主に）微視的な組織破壊が起こり，

それが誘因となって初期病徴が形成されるとする

説である。ここで問題となる気象因子とは，絶対

的な低温や横雪溌ではなく，樹体の耐凍性が緩ん

でいるときの相対的な低温や，さまざまな条件が

重なって生じる，雪による荷重ストレスであると

考えられる。これらの影響の度合いについては定

量的に表すことが非常に困難であり，地域内での

傾向をつかみにくい理由の一つになっている可能

性もある。また，患部の拡大過程には|司様なスト

レスの継続や，菌類の侵入が関与しているものと

考えられる(2)。

病原菌説

小林ら（3）は，多くの被害林の患部からの分離

休業技術N()6351995.2
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と接種試験の結果から,CryptospO"Opsis

a〃“伽αが本病の病原菌であるとする説を発表

した。また，石川県農業短期大学農業資源研究所

の福富は，アテ漏脂病患部の内樹皮および外樹皮

組織から高率で同菌を検出しており，これがアテ

漏脂病の病原菌である可能性が高いと考えている

(私信)。周藤(7)は，やはりヒノキ漏脂病患部か

ら検出されるC応花"上zj"07ziC"の接種試験を行

い，病原性を確認したとしている。小林ら（3）

は,C7y.α6形#伽αの感染については｢いかなる種

類であれ内樹皮に傷を生ずればそこに本病菌が速

やかに定着して･･･…活動を開始するものと推測さ

れる」と述べており，本菌の侵入・発病の誘因と

して，樹皮への外傷が必要であると考えている。

一方，森林総合研究所関西支所の伊藤が石川県

内で行っているこれらの菌の有傷接種試験では，

いずれも発病には至っていない（私信)。

昆虫の関与

前述のようにスギカミキリの被害跡が樹脂流出

等を起こす例もあり，それが漏脂病へ進展するこ

とがあるようにも思われる。一方，九州地方を中

心にヒノキカワモグリガの食痕が漏脂病患部から

見いだされており，楠木(8)らはこの食痕から菌

が侵入し，漏脂性の病害に至る可能性があると考

えている。全国的には，漏脂病の患部には虫害跡

が認められない場合も多いようである。もっとも，

穿入後まもなく幼虫力ざ死亡してしまったりした場

合には，症状の悪化に伴い判別不能になる可能性

も高く，これら昆虫の行動が漏脂病の誘因として

ある程度の役割を果たしている可能性も否定でき

ないだろう。

5防除対策

石川県内でも漏脂病被害のほとんどないヒノ

キ・アテ林分も多く，そこでは十分良質な材の生

産が期待されている。それだけに，同じ地域にあ

りながら被害が発生してしまった林分の所有者の

落胆の度合いには計り知れないものがある。林家

の方々の悲痛な声を聞くと何かせずにはいられな

くなり，無理は十分承知のうえで防除試験を行っ

てみた。アテ漏脂病被害木を対象として，材への

林業技術No.6351995.2

悪影響が及ぶ前に薬剤塗布などにより病状の進展

を抑えることができないかという試験である。ま

た，これにより，漏脂病の原因をつかむ手がかり

を得ることもできないかと期待したが，‐|-分な結

果を得るには至らなかった。実際の防除法として

も，ひとつひとつの患部に薬剤を塗布するという

方法では手間がかかりすぎる。実用的な手法とし

ては，枝打ち・間伐等の育林作業の延長として容

易に実施が可能であるか，または薬剤を使う場合

にも「副作用」がなく，かつ林床へのばらまき等

で効果が得られる方法が望ましいだろう。さらに，

立地や育種の視点からの情報蓄積も重要であろう。

6．おわりに

地方自治体の森林・林業研究者の担うべき役割

は，各自の専門分野におけるその地方独自の問題

を深く研究することと同時に，他機関の最先端の

研究と現場の橋渡しをすることにあると考えてい

る。特に後者についてなすべきことはたいへん多

く，筆者にとっては漏脂病も「橋渡し」をすべき

テーマの一つであったにすぎない。今後とも，関

係諸機関のご助力を切にお願いしたい。
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根元曲りの少ないスギ

出羽の雪1号および出羽の雪2号

の特性と経済的メリット

むこうだみのる

向田稔＊スギは，昨年世界遺産に指定された屋久杉や，

日光の杉並木，秋田杉，吉野杉など，一度は耳に

したり見たことのある最も身近で親しみのある樹

種です。

この樹種の天然分布は，屋久杉（鹿児島県屋久

島，北緯30.15')が南限で，北限は鰺ヶ沢杉(青森

県西津軽郡鯵ヶ沢町矢倉山国有林，北緯40.42'）

と，暖温帯から冷温帯にまで及んでいます。天然

林の多くは，秋田，山形，新潟，富山，福井，鳥

取，島根など日本海側の積雪地帯に主に分布して

います。

また，人工造林は，平成5年度の林業統計によ

ると，沖縄を除く都道府県で広く行われています。

特に，東北地方の日本海側に該当する青森，秋田，

山形，新潟県においては，総人工造林面積に対す

るスギの占める割合は96.8％にも及び,主要造林

樹種となっています。

しかし，スギは多雪地帯において，雪圧によっ

て根元曲りする木が多くなるため，成林までに根

踏みや雪起こし等の作業に多額の経費を投入する

ばかりではなく，伐採時には根元曲り部分のほと

んどが山に切り捨てられるのが実態です。このよ

うなことから，雪国の林家は根元曲りしないスギ

品種の創出を切望していました。

このたび，林木育種センター東北育種場では，

根元曲りが著しく小さく成長の優れた新品種を創

出し,平成6年6月28日に種苗法による品種登録

の申請をしました。その出願品種｢出羽の雪1号」

｢出羽の雪2号」の特性等について紹介します。

1．雪害抵抗性候補木の選出

スギ雪害抵抗性候補木の選出は,昭和46年度か

ら林野庁が根元曲りの少ないスギ品種や寒さに強

．
戦

軋
昼
■
凸

山
０
． 鵜#騨穂 鯵.、1

＊林木育種センター東北育種場育種課第2研究室
"0196-88-4517．直通

い品種を育成することを目的とした気象害抵抗性

育種事業（昭和46年7月6日付け46林野造第

408号林木育種指針および昭和55年5月31日付

け55林野造第83号気象害抵抗性育種事業実施要

領）に基づいて実施されました。この事業により，

平成5年度末現在，全国で1,823個体の雪害抵抗

性候補木が選出されています。

しかし，これらの候補木は見かけ（表現型）で

選ばれたものであるため，たまたま選出地の環境

が良かったために根元曲りが少なかったのか，そ

れとも環境とはほとんど関係なく遺伝的に優れた

個体なのかを見定める検定が必要となります。

そのため，選出個体（原木）から穂木を採取し，

さし木やつぎ木によってクローン増殖を行い，種

子を採取するための採種園や穂木を採取するため

の採穂園をつくりました。そして，これらの園か

ら採取した種子やさし穂で養苗した実生苗木や，

さし木苗木を積雪地帯の山地に植栽して，根元llll

りに対する抵抗性があるのかどうかの検定が行わ

れました。

2．出願品種の特性

写真．lは出羽の雪1号,写真･2は出羽の雪2号

を選出した原木の,林齢42年時における生育状況

です。

写真･3は，雪害抵抗性候補木の，試験林における

出願品種と比較品種の生育状況です。表には，そ

の出願品種と比較品種の根元IMIりと成長を示しま

林紫技術No.6351995．2
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左上:写真･1

左下:写真･2

右上:写真･3

選出地における出羽の雪1号の原木の生育状況

〃〃2号の〃

検定地における出願品種と対照品種の生育状況

した。

ア）根元曲りが少なく成長も良い

出願品種と対照品種や出願品種間において，形

質にどのような違いがあるのかを見るために，根

元曲り（傾幹幅)や樹高等の58形質について調べ

ました。その結果，出願品種と対照品種との間で

は33形質間において違いがありました｡特に，出

願品種は樹幹の通直性，根元llliり，根の太さ等に

優れていました。

山形県が設定した試験林において出願品種と同

じ年度に植栽された比較対照141fi,種との間の根

元曲りの程度と成長量を比較すると，次ページの

表のようになりました｡9年生時においても，また，

根元曲り程度が安定した13年生時の調査結果か

らも，出羽の雪1号と出羽の雪2号は明らかに根

元曲りが少なく，かつ，成長も優れていることが
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表・出願品種と出願対照品種の根元曲りと成長

出願品種 比較品種(14品種）
林齢

（年）
形質

出羽の雪2号出羽の雪1号 最大値 最小値 平均値

恨元曲り

(cnl)

9

13

22

10

19

10

140

60

43

20

68.3

39.7

樹高

(m)

９
３１

4.0

6.3

38

6．0

37

6．0

1.8

23

24

4．3

閲高直径

(cm) 6.413 96 9.6 9014．0

認められました。さらに，

同試験林の37品種，18年

生時の調査結果においても，

出願品種は根元曲りが少な

くなっています。

また，他の試験地（束耐

雪秋田営13号検定林）の

32品種，6年生時の調査結

果からも，出願品種は根元

IM1りが少なく，かつ成長も

優れていることが認められ

ました。

イ）雪圧に耐える根株が

形成される

雪圧による根元llllりの被

害には，スギの地上・地1ぐ

部器官の諸形質が総合的に

関与するといわれています。

被害の回避・軽減には，根

の活力が旺盛で，根株の擶

造が雪圧に耐える形態であ

ることが必要です。さし木

品種は，実生苗とは違う同

有の形態で根株・根系を発

現する特性を持つことから，

苗木植栽後に新たに発生し

た一次根（不定根）の成長

の良否が最も重要な形質と

なります。

写真･4に出羽の雪1号，

写真･5に出羽の雪2号,写

真･6に山形県25号の根の

太さや形態を示しました。

根の太さについて，それぞ

れの三大根を選び，その三

大根平均直径と胸高直径に

対する比を見ると，対照品

種では50％以下と細いの

に対し，出羽の雪1号では

80%以上，出羽の雪2号で

は70%以上の太い支持根

を備えていました。出願品

種は一次根の発達がきわめ

て旺盛で，典型的な耐雪圧

の構造を備えた形態的特性

を示し，比較品種とは顕著

な違いが認められました。

写真･7に出羽の雪1号，

写真･8に出羽の雪2号を

選出した原木の,林齢42年

における根張りの状態を示

しました。また，写真･9に

出願品種を選出した周囲の

根元曲りと根張り状況を示

しました。写真で示すとお

り出願品種の原木と根元曲

写真･4出羽の雪1号の根株

’

写真･5出羽の雪2号の根株

宍

・ 率

写真･6山形県25号の根株

林業技術No.6351995.2
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写真･7選出地における出羽の雪1号の原木の根株

写真･8選出地における出羽の雪2号の原木の根株

り木の根張りの違い，根ﾌC曲りの大きさは一目瞭

然です。このように根元曲りは，特に支持根の太

さと密接に関連していることがわかりました。

3．根元曲りがもたらす損失と克服による

経済的メリット

立木の価値は，丸太から柱や板等の良質な製品
と

がどれだけ採れるかで決まります。当然のことな

がら，丸太が曲がっていては製171の歩留まりが悪

くなり，仮に製,i'!を採ったとしても，杜や板等に
ねじ号

捻れや反りが生じるのでIIIIがりは敬遠されます。

そこで9[lliがりは「素材の日本腱林規格」におい

て，丸太の径30cm以lこの素材の場合三等材でさ

え，丸太の径に対する内lllllnjの峨大矢高の割合が

20%以下と厳しく定められています。

雪国では，収種期での立木材破に占める根元曲

り材の割合は30％前後に及ぶといわれています。

当然，この部分は曲がりの大きさにもよりますが，

仲鎚技術No.6351995.2

写真･9選出地における根元曲り被害木の根株

ほとんどは四等材扱いとなり、背は鞘材として利

用されていました。しかし，現在では利用価値が

皆無に等しく，山に切り捨てられます。しかも，

最も付加価値の高い一番玉であることからも，莫

大な損失を被ることになります。

また，21年生林分の調査例で通i貞木と根元llliり

木の樹高成長の差異を見ると，通i肖木の樹I笥を

100とした場合，根元1l1り木の樹高は通r(木より

38％も低い結果となりました。この差も無視でき

ません。

また，成林させるまでに雪起こしや根踏み等の

作業に多大な労力と経賀がかかることなどを併せ

考えると，根元曲りの克服は経済的に大きな{illi値

を生むこととなります。

以上のように，新品極が普及すれば従来の雪起

こし作業等の軽減はもとより，早期の成林も期待

できることなどのメリッ1､が大きいと考えます。
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山形県小国町の

白い森構想
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は全町域のわずか3％強，約90％が林野である。

ここでの大きな特徴の一つは国有林面積が圧倒的

に大きいことであろう｡それが全林野面穣の72％

にも達する一方,私有林面積は24％，公有林に至

ってはわずか4％にすぎない。しかも私有林の所

有規模は零細で,1ha未満と1～5haの戸数が

ともに43％を占める。こういう数値から見ても，

白い森構想力淋業経営上の課題というよりも，町

そのものの理念であることが理解できるであろう。

小国1I1J.の森林のもう一つの特徴は，人工林に比

べて天然林が圧倒的に多いことである。天然林は

約64,000haの樹林地のうち86%,しかもそのう

ち97％は広葉樹が占めている｡樹種別の詳細は明

らかでないが，このうちかなりの部分を占めるの

がブナと見てよい。そのため，昭和47年には町の

木としてブナが選ばれているのである。白い森構

想が生まれた大きな理由，しかも直接的な理由が

ここにある。ちなみにll1｣.の花はオオヤマザクラ，

町の烏はウグイスである。

現在は各種の機器がそろえられているとはいえ，

除雪はやはり相当な難事業である。小国町の最大

穂雪深は中心部でも2mを超えるというし,山間

部では5mという記録も珍しくない｡最近の例で

は町の中心部で，昭和49年に3.10mというおそ

るべき数値が記録されている。

3．小国町のたどった道

ここまで述べてきたような悪条件がそろえば，、

林業技術N().6351995.2

1．はじめに

「逆転の発想｣という言葉をよく耳にするが，小

国町ほどみごとな具体例は少ないかもしれない。

都市にこそ文化的な生活があるとする立場から見

れば，これほど条件に恵まれない土地はそうない

からである。もちろん全国には小国町に匹敵する

か，あるいは上回るようなへき地は多い。しかし

逆転の発想の例としてその中から小国町を取り上

げたのは，不利な条件を逆に有利なものに転換し

ようとする強い意気込みが感じられるからにほか

ならない。その意気込みを結晶させたものが「白

い森構想」なのである。

2「白い森」の背景

そもそも「白い森」とは何を指すのか。色彩か

ら見た場合，これは「ブナの森」を意識している。

ブナの木の持つ白い肌からの連想である。さらに

もう一つの大切な要素として「雪」を忘れてはな

らないであろう。しかし白い森の意味は果たして

色彩だけのものであろうか。この点については後

述することとして，まず白い森の背景としての小

国町の概況を述べておきたい。

小国町は面積738km2という県内最大の町であ

る。山形県総面積の約8％に達し,東京都23区の

面積よりやや広い。ところが生活の場である平地
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態はかなり異なっている。町の産業櫛

造を見ると，かつて第一次産業中心の

純農山村であったのが，すでに第二次

産業中心へと転換しているのである。
｛o

これは町の持つ豊富な水資源を活かし

た結果にほかならない。現在は二大企

業を核として,大小約30の難喋所が立

地しているという。また新潟県に最も

近いという地理的条件，さらに山形新

幹線ばかりか上越新紳線も利用しやす

いという利点のおかげで,llll.の経済的

地位が飛躍的に商まっているのである。

不利な条件をむしろ有利なものへと転

蕊
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心安らぐブナの二次林（朝日山麓）

過疎にならないほうが，むしろおかしいほどであ

ろう。確かに1111.の総人l1は昭和30年の18,000人

強を頂点として，昭和60年には約12,000人まで

減少している。その間,昭和41年には山村振興地

域に,昭和45年には過疎地域に指定されているの

である。農家人口が急速に減少していることもま

た例外ではない。昭和62年には全人口の39％，

約4,700人に落ちていて,これは昭和40年当時の

およそ半分に当たる。ただし町の人口そのものが

減少しているので,腱家人n率としては昭和40年

当時の2／3，すなわち約39％に相当する。しか

し，さしもの急速な人口の減少も，昭和50年代に

入ってから緩やかとなり，最近は再び増加に転じ

ているという。

かつての小国町を知る人の中には，現在の希望

にあふれた姿を想像することの困難な人がいるか

もしれない。山形県の中でも小陸1町はとりわけへ

き地とされていて，新潟県への連絡路である国道

113号線(旧越後街道)が整附されるまでは,現JR

の米坂線(米沢～坂町間，昭和11年開通)が細々

ながら頼りであった｡その米坂線も昭和38年の豪

雪で不通になっているし,さらに昭和42年の羽越

水害の際には，他地域への交通手段が全く失われ

てしまうという饗き日にも遭ったのである。

これまでの記述を参照すると，主として農林業

に生計をゆだねる山深くわびしいll1村，という姿

が浮かび上がってくるかもしれない。しかし，実

換してきた実絃をここに見ることができる。

だからといって，小国llll.の将来を第二次産業の

みに託そうということでは決してない。地域の特

性を活かした作物の栽培，畜産の振興，岩魚の養

殖なども軌道に乗っており，さらに人工林と天然

林の適切に交じり合った自然景観は，レクリエー

ションの場としても快適な条件となっている。こ

のような背景の下，自然の中での体験を通じて，

町全体をブナ文化の恵みの空間にしようというの

が白い森構想のねらいなのである。このため，小

国町を生活，生産，学習，ならびにレクリエーシ

ョンの場として位置づけ，同時に地域住民の就労

確保と所得の|句上を図ろうというのがねらいであ

る。その多くは目下着々と具体化されているが，

それらについて述べる前に，ここで「ブナ文化」

あるいは「ブナ帯文化」に触れておくこととした

い。

あらためて述べるまでもないが，ブナ精文化は

照葉樹林文化と対照的ともいえるものである。落

葉のブナ，ナラなどの地域に発達したこの文化は，

いわば縄文時代の住民の生活文化だったといえる。

狩猟や漁労を主とする縄文時代の生活は，後世，

稲作がI剴本に普及するとともに原始的で程陛の低

いもののようにとらえられてきた。しかし，繩文

時代の生活の中にこそ自然と人間の共存の原形が

あるとするのが，現在はむしろ--般的である。そ

のうえ縄文時代の日本の人口は西R本よりも東R

林業技術No.6351995．2
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本に多く，それだけプｰ帯の生活が豊かで

あったことも知られている。したがって，

ブナをはじめとする落葉広葉樹林は，生態

系の一つとして大切なばかりでなく，今や

文化的な視点からも重視されなければなら

ない。小国町で早くから推進してきた「ぶ

な文化交流|割構想」は，その点に着目した

ものである。

－

＝

一

二

公 淡f

▲記

域
‘胃

》
邑
日
『

Ｆ

■
『‐鼬

4．白い森構想の展開

》

“
．

－

、奔

田
面白い森構想の展開にあたって，小国Il1．で

は二つの視点を亜祝している。その中の--.

つは「着実性」を表す「虫の眼」で，地域

の特性や土地に刻まれた朧史を尊屯し，人々の藤

らしと生活空間の充実を求める内向的，土着的視

点である。二つめは「先見性」を表す「烏の眼」

で，世の中の変化の方向を把握，評111iし，小国町

の活性化に活かしていく外交的，外向的，先端的

な視点である。また計im立案にあたっては，「多ini

的な国際，国内交流の展|州」「伽|性ある雪隆|,lll村

文化の創造」「生涯学習機会の創出｣の三点を支柱

としている。

具体的な計画がレクリエーション荻地やリゾー

ト基地の形を取りがちなので，白い森椛想もまた

樽口峠（小国町）から遠望した飯豊連峰

れながら体験学習のできる空間づくりを目ざし

ている。

なお，小国町の南部，新潟県と福島県に接す

る一帯は，「飯豊山周辺森林生態系保護地域｣に

指定されている。

（3）朝日山麓リゾート基地

磐梯朝日国立公園の朝日連峰を背景とする一

帯。この基地は各種セミナーや体験学習のでき

る空間として整備し，都市と山村の多面的な交

流を図ることをねらいにしている。五味沢集落

付近の荒川一帯が公園化され，その核としての

「白い森交流センター・りふれ」が完成してい

る。研修会と宿泊が可能である。

小国町の北端に近い大規模林道沿いのヨモギ

平と在所平には，ともに原生状態の優れたブナ

林が見られる。国有林であるこの地域について

は，平成4年，秋田営林局との間に郷土の森設

定の協定が結ばれ，「おぐに白い郷土の森｣と名

づけられた。面積は185haに及び，ブナの森に

関する学習の場，ならびに森と人の共生空間と

して位置づけられている。

＊＊＊

このほか小国町には，白い森構想に基づく町づ

くりの拠点となる「ぶな文化館」建設の具体案が

作成されていて，ブナ文化にかける意気込みの

並々ならぬことを感じさせるのである。

また山形県では，「21世紀の森林理想郷づくり」

そういう基地造成のためのものと誤解されやすい。

しかし真意がそこにないことは，上述の二つの視

点と三つの支柱を参照すれば理解されるのではな

かろうか。ともあれ，小国町で「ぶな文化交流基

地」として整備されている地域を紹介しておくこ

ととしたい。

（1）中央総合レクリエーション基地

市街地近郊の横根山麓一帯。ここには「健康

の森・検根」を中心に，「横根スキー場」「町民

健康保養基地」「総合スポーツ公園｣などが設け

られている。
いいで

（2）飯豊山麓リゾート基地

磐梯朝日国立公|詞の飯搬連lil糸を背景とする一

帯｡小玉川集落を中心とした飯豊山瀧一帯に｢ふ

るさとファミリー村｣,叶水集落をLI]心とする東

部地区に「ふるさと子供村」を設け,|*I然に触

林業技術No.63519952
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おそ

に対する人々の畏れに基づいた「暗黒

の森」であろう。すると白い森のほう

にも，「明るい森」とか「希望の森」と

いった幅広い意味を持たせることがで

きるのである。また白い森構想の内容

から見ても，確かにそのような広い意

味がふさわしい。小国町ではこれを

Weisswaldと称しているが，まさに夢

をいざなうような呼び方で､Schwar-

zwaldと好一対というべきであろう。

次に「森」そのもののとらえ方に触

れておかなければならない｡かつて｢へ

森」の名で記載された『ガリア戦記』

一－－‐~一一一・一~‐
一
』

ｋ

藍
藩『

一
一

と1
b全
■＝

ドイツ南部フライブルク近郊のシャウインスラントより黒い森を望む

(編集部）

と銘打った「源流の森」が計而されている。この
おきた忠

構想は，県南部の置賜地方一帯を対象とする広大

なものである。小国町の場合源流の森エリアとさ

れているのは，前述の飯豊I1｣麓基地に当たる「玉

川ゾーン」と，朝日山麓基地に当たる「荒川ゾー

ン」である。ただし，確備対象重点ゾーンに含ま

れる地域は今のところない。

ルキニアの森」の名で記載された『ガリア戦記』

のころは，黒い森は今と違って果てもなく奥深い

森であったらしい。その後人間がしだいに山中に

住むようになって，集落や牧草地や農耕地が森林

と互いに交じり合う現在の風景が生まれるに至っ

た。その結果,残された黒い森という名称は,個々

の森林を指すのではなく，地域全体を総称するも

のとなったのである。地名そのものの中に歴史が

含まれているというべきで，わが国にしてもヨー

ロッパにしても，このような例はいたって多い。

歴史的な経過は明らかにそれとは異なるが，地域

全体を指すという点では白い森もまた同じ考え方

と見ることができよう。白い森という名の特定の

森があるのではなくて，いわば理想郷としての小

国町全体が白い森なのである。

5．「白い森」と「黒い森」

ドイツの「黒い森」は今や観光地としてもよく

知られている。しかしその禍の由来を，そこには

黒々としたモミが茂っているからとした例がきわ

めて多い。これでは「白い森」と対比した場合も

単なる色彩の対照にすぎなくなるだろう。それぞ

れの森の持つ，もっと深い意味に着に'しなければ

ならない。

初めに黒い森の名前の出来とされた記述の誤り

を指摘しておくべきであろう。かつてこの名前が

つけられた当時は，この森も黒いと形容されるよ

うな針葉樹の多い林相ではなかったらしい。ブナ

やナラなどの多い，むしろ色彩的には小国と同様

に白いと形容されてもよい状態であった。しかも，

黒く見える針葉樹をモミとしているところにも無

理がある。現在目に入る針葉樹の多くはトウヒで

あって，モミの立地はむしろ限られている。した

がって，これを黒い森と訳したのは必ずしも適切

とはいえない。おそらくSchwal･zwaldという名

の真の意味は，色彩から見た黒い森ではなく，森

6．おわりに

白い森構想の説明を，森林や施設の現況を述べ

るだけにとどめるのは適切ではない。地域の特性

を活かした農林業の将来像や，福祉社会の形成に

まで言及すべきであろう。また，小国町の持つ歴

史や民俗，その他の文化財にも着目しなければな

らない。白い森構想が単なる森林の問題ではなく，

理想郷を目ざした総合的な構想だからである。た

だ残念ながら，せっかくの小国町の全体構想を紹

介する余裕はここにはない。私自身の認識と力量
わ

の不足を，小国町に対しても読者に対してもお詫

び申し上げるしだいである。

休業技術No.6351995.2
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祢 業蔚顔行三一萱

2 月

区分 行'li橘 10111il i畠催団体／会場／行事内容等

中央 水と趣築腱

’
2．21～3．21 (財)H本住宅・木材技術センター･(財)日本建築センター/HAl<UMI

ドーム21(東京都中央区晴海2--1-32)/木造建築の新しい鋤きを支える
水賀材料と建築隣法にかかる最新の技術や情報を広範な視点から紹介し、
廸築技術者の木質材料活用に対する関心を潟め．関係背の新しいネットワ

ークづくりのきっかけを提供し、ひいては木材何効利用の促進と木造辿築
文化の振興を図る。

IH'1,C(側際木質構造推進協議会)･へビィティンパー編集室／東京･lW
海マリナーズ・コート／水鍾系材料による大架擶に関するIJ米の椛威を招
き．その柵造ﾉﾉ学的可能性，耐久性,i耐火性などを考察すると同時に，挫

築コスト，ランニングコストなどについても内外のデータをIﾘlらかにし、

今後の将及に役砿てる。

〃 水質系材料による大架樅の
r'J能|'|;セミナー

2．27

3 月

区分 『『!lif', IIIIIII

ﾉく｜収 JAI'ANI)11･SII()W'95

m（)SAKA

1．10～12

jさ催団体／会場／行事lﾉﾘ群等

(M:)1_1本ドゥ・イッ1,．ユアセルフ協会／インテックス大|"2,3,4,
司号館〈大阪'ijii昌之加|><南港北1-5-102)a03-5687-4475/IIIIﾉ1のI)IY

lHl連I蹄占を一堂に展'kするとともに,I)IYを実体験できる場を没け，Iﾉﾘﾄ1

本地区の消溌管に対してDIY川品およびDIYの方法についての11北い

知識の諜及に努める。

(IM･)II水さくらの会透03-3234-2034/3/16～21(東京・鎖腿松坂臆間貸
店)，3/23～28(名古歴市松坂屋白貨店)，3/30～4/4(広脇IIjそごう薗貨
"7)..l/6～11(長野県小術施町災術館),｣l/29～5/3(札幌iliそごうIIIIr
")/l_|本さくらの会設立30周年記念事業の一環として，本会の'1","
と！｣本文化とのかかわり、さくら名所等を広く紹介する。

全図林堆試験研究儀関協議会／農林水潅省7階識堂／次世代の熊林づく
りをli編して』をテーマに，会員である公立の林業試験研究擬閲が研究成
果を緬題として発表し，かつ討論を行い．技術の高度化と蒋及促進を図る°

余剛 展髄会「さくら・桜」 16～5．:｝

中央 第28回林業技術シンホシ
ウム

；、23

綴雌る.／

題材

作品

応募資格と
応募点数

記載事項

注意事項

締切

送り先

作品の帰属
と原版提出

第42回森林･林業写真コンクール作品募集要領

林業技術（育苗･植栽･保育･木材生産･木材利用など),森林（森林の景観･環境保全･森林動植
物の生態･森林被害など),農山村(生活･風景など),緑化,森林レクリエーションなど。

1枚写真（四ツ切りとし,組写真は含みません)。モノクロの部・カラーの部に分けます。

応募者は職業写真家でないこと。なお，作品は自作に限ります。応募点数は制限しません。

．①題名，②撮影者名（郵便番号・住所・氏名・年齢・職業･電話番号)，③内容説明，④撮影

場所，⑤撮影年月H,⑥撮影データ（カメラ・レンズ・絞り・シャッタースピード・フィル

ム）等を記入してください。

･労働安全衛生法令に定める安全基準に適合するものを応募してください。例えば，伐木作業

等に保謹帽を軒用していない作品などは入選できません。

･平成7年3月31日（当日消印有効）

･〒102束京都千代ul区六番町7日本林業技術協会F第42回森林･林業写真コンクール」係

･入徴作品の版権は主催者に屈し，応孫作品は返却しません。作品のネガ・スライドは，入償

発表と同時に提lllしていただきます。

主催／紬日本林業技術協会後援／林野庁

林推技術N().6351995.2
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卦luPl姉君燭姻コンテストョヨヨ 各発表者の所臓

は発表時のもの

です。 ’
発生した。

3全体計画

小豆島は，地形的な条件から河

川の河口部付近等限られた所に集

落公共施設等の保全施設が柴'l!し

ており，土石流の到達も早く直撃

を受ける悪条件にある。しかし，

今まであまり大きな災害がなかっ

たことから，河口部は一般に狭く

両岸に家屋が立ち並び，河川断面

の拡張工事が不可能な箇所が多い

ため，上流部で極力土石の移動を

抑止する工法を中心に，保全対象

を考慮しつつ事業を推進す､ること

とした。

4．実行ならびに施工状況

(1)実行状況

下流に大きな保全対象を抱えた

事業地であることを踏まえ，地域

住民の意向を十分に考慮し，下流

の砂防事業関係等機関とも十分連

絡を取り一貫した復III事業を目指

すとともに，施工構内の荒廃渓流，

大崩壊地を骨格的にとらえコンク

リート構造物等を主体に各種工事

を実施した。災害当初に集中的に
こた

工事を実行し民生に応えることと

し、年数の経過に伴い順次必要筒

日承称美授棚会理事長賞
ど

小豆島治山事業の施工結果について

高知営林局高松営林署

山内三津雄。多田賢二

(1)連続降雨最が6日間で1.400

mm（年平均降雨爺に相当）であ

ったこと。

(2)地質的に花崗岩の風化した軟

弱な地滞であったこと。

(3)渓流が短小かつ急勾配のため

土石流が発生しやすい地形であ

ったこと。

(4)崩壊地の特徴として，傾斜角

度30度から40度の所に多く発

生し，規模は小さく枝状，線状

のものが面積的に多くあったこ

と。

(5)最初に，山腹崩壊が発生し，

これが土石流となって渓岸を侵

食し，堆積したものが多くあっ

たこと。

以上のことから，本来山腹崩壊

は，傾斜，林相が大きな要灰|とな

り発生するが，この災害はあまり

にも大きな降雨のため，地質と渓

流状況が主な要因となり大災害が

1はじめに
ず

小豆郡内海町は,昭和49年7月

の台風8号および昭和51年9月

の台風17号の集中豪雨により,崩

壊荒廃地の発生(1,500カ所)，土

石流による死者（36名）および家

屋，公共施設等の被害(180億円）

など激害を受けた。この復旧のた

め,高知営林局は全体計画83億円

をもって高松営林署小豆島治山事

業所を開設し，17年が経過した。

この間，地域住民の協力を得て事

業を進め，全体計画もあと1年で

完了するので，災害発生から現在

までに実行された治山事業の計画

と施工の結果について報告する。

2．災害発生状況

特に激しかった51年災害は,9

月12日に北九州に上陸した台風

17号によってもたらされたが，そ

の災害発生原因および特徴は次の

とおりである。

表・実行状況表
（）内は計画

窯

渓
工ムダ

間
一
護
一
鑪
一
、

工
山腹工 計

岸
一
金
一
千

工
一
額
一
円

流
一
輻
、

路
金
一
干

工
一
額
一
円

区分
数
一
基

額
一
円

数量金額

ha千円

蓉
一
調

草壁

安田

坂手

橘

福田

152

175

42

60

55

50,577

50,818

14,126

18,607

17,165

1.917.789

2,009,379

517,555

724.832

590,644

７
３
２
８
１

７
２
４
１
８

９
８
３
１
４

196,112

110,844

32.612

18,546

54,521

674

583

873

406

1,102

88,495

68,911

107,967

60,265

107,378

1047

15.24

4.03

6．08

3．75

417.424

598,444

345,390

230,124

117,248

2,619.820

2.787‘578

1.003,524

1,033,767

869,791

｜＃淵淵洲馴28)(1,185
392,741

(4
4識

(1,185
2,741

(150.673）
151,293轟

434,9
60,1

(137
412,

(4,833）
3,638

(506,9
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安IU地l><河川氾瀧状況

桶地!><ill脳崩壊状況

所を実行した。

計画実行に当たって留意した点

は，①河川が特に狭く小さい箇所

には，高堰堤による大きな施工効

果を求めることは不可能なため，

低堰堤を数多く計画することによ

り施工効果の向上を図った･また，

計画箇所が家屋公共施設等に隣接

している流水路工，山腹工は，そ

の状況，目的により適宜計画した。

②景観を考慮して化粧型枠，特殊

模様ブロックを採用するとともに

現地の資材を利用した転石練石穂

護岸工を採用，また'｣I腹法頭の風

化した花崗岩に，植生の導入をtI

的とした張芝カンガルー，ストロ

ーマット等を設計した。さらに，

施工場所の不安定なマサ土には，

緑化による景観美を兼ね，種子吹

付工を設計した。③保全対象と同

立公嗣指定を受けている林地を撤

傷させないようモノレール，小ﾉ側

特装車，ポンプ打設等により実行

した。また，コンクリートの品質

に大きな影響を与える養生水の確

保が困難なため，簡易貯水池を設

置するとともに，幟造物の上部に

テントを張り直射日光を遮ること

によって，乾燥防止とコンクリー

ト硬化中の温度_上界を抑えて品質

の確保を図った。

写真･1被害状況

(2)施工状況

I頚施_L後，数年を経過

した箇所は，ほぼ計画どお

りの復''1が図られており，

災害当時の而影はない。

5．まとめ

製勝地等実行に配腫すべ

き箇所での論111'1i*,崩壊

が発生しやすい花崗岩地滞

での復II1,少雨地勝におけ

るコンクリート職造物の施

工など，今後，類似条{'I:の

事業地に適用できる技術を

確立することができた。ま

た災害当|時には，‐上石流に

より荒廃した地域にも，｜：

流域の災害復ll.lが進捗する

につれ，公共施設等人家が

建ち並び，現在では災需発

生以前にもましてにぎわっ

ている。さらに，、Iz成2,

3年度には大捌台肌が小'､l

烏を通過し，小墓郡311n.の

うち土庄IIIj.,池山ⅢIには大

きな災害をもたらしたが，

直幡治III:T:I;脚区域の内海llll.

では職微な災密にとどまっ

たことから，治111事業の施

~に効果が実証されたと考え

る。

1

25

家屋群の被災状況

毒9

〆

メ

~

仲人洞1I1渓床岸侵食に伴った山腹崩壊状況

|‘1地|〉〈の谷!':工，謹岸工,lll腹施l:状況

lil地'五の似I1I後現在の状況

写真･2治山工事施工状況
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63年以降は柵高1.3mに変更し

た。

活着率：平均して93％,計画ど

おり5年でllll高(1.3m)を超え，

健全な育成が維持されている。

防風柵の材料：間伐材の需要促

進を考え着手したが，現状ではMII

IMI伐材の利用は難しいため，暫定

的に間伐材程度の低質材を生産土

場より請負特にl朧入させ，端材等

の有効利用を図っている。

4．まとめ

防風効果および耐用年数等を考

えると，間伐材利川による防風柵

が雄も有効である。

なお，植栽本数ha当たり1万

本は相当過密であると思えるが，

防風効果を考えるとき，特に間伐

等の施薬は不要であり，自然淘汰

に任せることとした.

間伐材利用による海岸防風林の造成
について

前橋営林局村上営林署

羽賀ヒサ子・伊與部顕

1．はじめに

新潟県最北端に位置する当署管

内には，｜署|本海に面した海岸に総

延長5.5kIⅡに及ぶ海岸防風林が造

成されており，周辺内陸部の農耕

地，居住地の形成とその保全に欠

くことのできない役割を果たして

いる。しかし，厳しい自然条件や

戦時伐採最近では松くい虫によ

る被害が著しく，保安林の機能は

年々衰退している。

保安林内部の被害跡地について

は，現在，保安林改良事業でクロ

マツを植栽して健全な保安林を造

成すべく努力している。

その造成箇所は無立木地(延長

約3kII1,幅約30～40m)を対象と

しているが,その造成経過につい

て報告する。

2．施工方法

植栽樹種：アカマツまたはク

ロマツとし,ha当たり1万本で

赤色士（いわゆる赤土）で客土を

し，普通植えとした。

防風柵：間伐材を利用して，1

スパンの構造（図）は，長さ40

m,1510m,高さ1.0～1.3mで

柵尚に対して閉鎖率を70％とし

た。

3調査結果

昭和61年度から平成4年度ま

での植栽箇所別にブロック単位

で樹高および生立本数を調査し

たが,樹高が柵高に達する年数は

約5年で，防風柵の効果は大き

く，海側から山側までの列ごとの

成長差が小さく，一様の成長を示

している。

植栽樹種：活着率においてクロ

マツがよく，昭和63年以降クロマ

ツのみとした。

防風柵の材料：ヨシズのlim用年

数は1．5年程度であるが、間伐材

はいまだに現存（約8年）してい

る。経費についても間伐材が有利

である（1年間当たり経費・間伐

材7,600PJ,ヨシズ9,0001'1)。

柵高：植栽後3年で柵碕1.0m

を超えることが明らかとなったの

で，幼齢期の植栽水は被害を受け

やすいため植栽木を1年でも長く

保護する必要があると考え、昭和

平面図
2α0日 Z仏旦

皿 心

割

10
00

ロ
画
』

’
肪月■#将嵐(l“4菌U》

蕊零図・防風柵構造図

写真・防風柵
施工地
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え付け間隔は120cmの方形にラン

ダム配置で設定した。

調査項目：マツノザイセンチュ

ウ，潮害等に対する抵抗性，獣害

(ウサギ)の被害発生，抵抗性マツ

の成長比較について調査した。

3．実行結果

生存率および被害発生：平均生

存率は内陸部（77％）よりも海岸

部（57％）が低い。クロ系マツシ

マおよびワカマツは両試験地とも

比較的安定した生存率を示してい

るが，アカ系マツシマは極端な違

I,3(A試験地85%,B試験地48

％）が生じている。獣害および潮

害については表．lのとおりであ

る。ウサギによる被害が少なかっ

たのは，3年生の大苗を用いたた

めと考えられる。これは当営林署

が行った植樹祭で植栽したクロマ

ツの2年生苗が，ウサギの被害で

全滅していることからも明らかで

ある(A試験地と隣接,|司年度植

栽)。

後喰痕数：表・2に示すとおり

であるが，クロ系マツシマが後喰

率48％と若干少ない傾|句にある。

樹高成長：4系統の平均樹高

(6年1月)は290clllで，そのうち

アカ系マツシマが最も高い。

4おわりに

アカ系マツシマは後喰痕が確認

されたにもかかわらず生存率が高

く，しかも樹高成長も良いことか

ら，マツノザイセンチュウに対す

る抵抗性と成長の両面で優れてい

る。内陸部に単木的に残存する壮

齢木はマツノザイセンチュウの抵

抗性が高く，したがって将来これ

らのマツと抵抗性マツとの自然交

配の可能性もi筒く，両蒋の長所を

持った個体の出現が期待される。

マツノザイセンチュウ抵抗性マツの現地適

応試験について

熊本営林局鹿児島営林署

渡瀬博美

面に自生するクロマツにより直接

風は受けない）とB試験地（海岸

部で海からの風を直接受ける）を

設定して行った。

供試材料：供試苗木は九州育種

場が選抜した16家系とクロマツ

と馬尾松の人_I:交雑種（以下ワカ

マツと略記)1家系の合計17家系

の3年生苗木である。これらはマ

ツノザイセンチュウを人工接種し

て生き残ったものである。なお，

16家系はクロ（クロマツ）系,II1

間系，アカ（アカマツ）系に分類

されている。

植栽：苗長1m程度のマツ苗

を客土なしでの普通植えとし，値

1．はじめに

鹿児島県の薩摩半島に位置する

吹上砂丘（|-|本三大砂丘の1つ）

の保安林（潮害，飛砂防備，保健

風致）は，一時下火となっていた

松くい虫による被害が急増した

(平成3年の台風,4年の少雨高温

等に起因して)。そこで，1つの試

みとしてマツノザイセンチュウに

対して抵抗性のある個体から選抜

育種されたマツ苗を植栽し，マツ

ノザイセンチュウに対する抵抗性

の発現と生育状況等を調べるため

適応試験を行ったので報告する。

2．試験ならびに調査

試験地:A試験地（内陸部で前

表･1生存する抵抗性マツの被害率内訳

アカ系
マツシマ区分|言張蕊

中間系
マツシマ

平均ワカマツ試験地

5％ 6％圭
口
圭
亘

獣
潮

11％ 4％ 5％
A

2％

2(}％

2％

34％

一
言
菫
亘

獣
潮

％
％
２
３

％
％
５
５

一
一B

注)A:内陸部B;海岸部

表･2A試験地における系統別後喰痕数内訳
5年12月調査

中間系
マツシマ

アカ系
マツシマ

クロ系
マツシマ

合計ワカマツ樹種別

39 21763 49 66生存本数

29 14030 33 48後喰本数

6573 7448 67後喰率（％）

1～7 1～51本当たり後喰数

平均後喰数

1～6 1～6

本号で第40同の全発表婆旨の掲載は
終了しました．2691 214183 218
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28

メと｡ツクｦヒガのW装舞諺荏諾の殉_たfを互潜して

－グリオキザール樹脂処理材の

特徴と応用例一

いとうたかふみ

伊藤貴文
奈良県林業試験場/木材化学認

容(074452)2380(代）

ぱ，木材の寸法変化というのは．細胞壁の伸び縮みに

ほかならないからである。つまり，この細胞壁の伸び

縮みを小さくすることが，木材の寸法安定処理である。

詳細については誌而の都合|･細愛するが，細胞壁IIIに

入ることが可能な薬剤は|眼られている。研究当初から，

水溶性樹脂に限定したのは，引火や爆発などの危険性

がないこと，作業性が良いことなどが最大の理山であ

るが，水溶性薬剤が持つ細胞壁'I｡への商い浸透性を考

慮した結果でもある。

さて，数多くの水溶性樹脂の中から取捨選択した結

果，グリオキザール樹脂（ジメチロールジヒドロキシ

エチレン尿素）を用いることにしたが，それはグリオ

キザール樹脂が木材に商い寸法安定性能を与えること

のほか，①低分子肱，低粘腱で沫入性が良い，②触媒

添加後の可使li"jが慨めて長い，③加熱することによ

り材内で不溶化する，④処理に伴う材色の変化が少な

い，ことなどによる(2)。

3．グリオキザール樹脂処理材の性能

(1)寸法安定性能12，3．．1､5）

グリオキザール樹脂は他の樹脂に比べて商い寸法安

定性能を木材に与えるが'PEG(ポリエチレングリコ

ール）などのグリコール撤を混合することによって，

その寸法安定性能は飛蹄|'|りに向上した。用いるグリコ

ールの種類やその混合率などについて検討した結果，

①EG(エチレングリコール)系ではPEG200,PG(プ

ロピレングリコール）系ではDPGJPTPG(それぞれ

1．はじめに

科学的な見地から見て，木材の最大の長所は，水分

の吸脱肴性能にあると寓っても過言ではない。湿度が

高いと木材は察気!｜Iの水分を吸収し，また，湿度が低

いときには空気中に水分をlll:き出す。したがって，木

材を内装材料として附いた家屋は湿腱の調整機能があ

り，住み心地が良いのである。桐のダンスが今日に至

るまで顛宝がられていたり，スギの脳（ひつ）に納め

られていた1I§倉院の御物の保存状態が良好であったの

も，木材力特つ水分の咽脱着性能によるものである。

しかしながら，木材は水分の吸脱着に伴い顕著に寸

法が変化する。そのために反ったり，狂ったり，ある

いは接合部に|隙間が生じたりするのである。従来われ

われH本人は，木の風呂は使い始めてしばらくの間あ

る程度漏れるもの，雨戸はi噛れたHには隙間が開いて

いるものという感覚でいたが，代稗材料の進出や生活

スタイルの変化でそれらが容認できなくなっている。

代替材に取って代わられた浴柵，住宅の外壁材，サッ

シなどへの需要をもう一度取り返すためにも，この｢反

る，狂う」という木材の欠点を解消する必要がある。

そこで奈良県林業試験場では，二iﾐ要な隆|産材である

スギ材やヒノキ材をI1』心に，極々の有川材に対して水

溶性樹脂注人による改質処珊を試みた結果，問い寸法

安定性能を持った材料を開発することができたので，

その経緯，処理材の性能と用途などについて総括的に

述べてみたい。

2．開発の経緯

木材に寸法安定性能を付与するためには’上の写真

のような加減圧注入装樅を用いて．材料内部にまで薬

液を浸透させる必要がある。さらには，その薬液は木

材組織の細胞内腔のみならず，細胞壁中にまで行き脳

かなければl-l的は達成されない（図・1)'')。なぜなら

ロ 圏
①②

鰯蕊

□ |霧 願 p無処理，②～＠は処理
材で，②｡HII胞内腔のみ

に薬剤が存征する場合，

ﾖﾄ～C細胞壁内にも浸透
する場合を示す。寸法安

定性能の付与には④~⑥
のような処理〃法が要求

される。ちなみにグリオ

キザール樹脂処理は⑤に
雌も近い。

③

蕊 鰯
④
四
⑤⑥

化学処理木材の構造モデル
（1つの細胞の横断面）

休業技術N().6351995.2



29

について検討する必典があろう。

さて，ここに提案するのは，r繊維方|句に約5mⅢに切

断した試験片･を煮沸し，亜賊減少を観察する」という

簡便なj法である。もう少し具体的に述べると，3時

|則煮沸後の樹脂の妓存率を求めることによって，不溶

化の程度（以降，転化率という）を災||ることができる

し，また，煮沸時間を延長することによって，樹脂の

耐久性能を知ることができる｡表･1および図･2に結果

の一部を示す。これらの図表より，①グリオキザール

樹脂単独処理では150.Cという商い硬化淵峻が必要な

こと,@PEG200はグリオキザール樹脂と商い膜応性

を示し,105｡Cという砿化渦陛でも|-分反応が進むこ

と，また，③その混合により反応物の耐久性能が著し

く向上すること,@PEG200単独処理では不溶化は期

待できないこと，などがわかる。なお,DPGfDTPG

などのグリコール砿でもこれらの結果とほぼ同様な傾

向が認められた。

このように，反応・イ<溶化が可能な薬剤であっても．

-|-分な硬化温度・時間を与えなければ薬剤流脱の危険

･l'l2を含んでいることにも翻意せねばなら

ジプロピレン,1､リプロピレングリコール）の混合が

最も寸法安定性能の向上には効果的であること,@lilii

者の混合率(樹脂：グリコール）を60：40から40：

60にすることにより，高い､｣･法安定性能が｛､l･与できる

こと，③処理材のj･法安定性能は処理に伴う材のバル

キング（材積の増加）で説明できること，などが明ら

かになった。

なお，今ではASEが70を超える高い寸法安定性能

を持つ材料が得られている露。

(2)樹脂の反応性〈2.4,6,7）

前述したように，木材に､｣法安定性能を付与するた

めの薬剤は，水に可溶であり，かつ低分子散であるこ

とが望ましい。しかし低分子並の水溶性薬剤の使剛は，

裏を返すと，使用する過程で薬剤が流脱し，それに伴

い性能が低~下するということを忘れてはならない。今

般，数社から寸法安定性能を付与した（割れない，狂

わない）木材という触れ込みの外描材が売り出されて

いるが，これらの材料の導入に当たっては，これから

述べるような方法等で，薬剤の流脱の有無，その程度

10(）

脂処理に伴い，曲げ比例限度は2倍以上

5，0’520に向上するが,IIIIげ強さは10～20%の向
煮沸時間（時間） 上にとどまった。処理材はすべて比例限

煮沸処理による樹脂の流脱-PEG200の混合率との関係度内において，荷璽点下で2つに分断す
（樹脂液の濃度：36.0％）唾､

る脆性的な破壊を示し，雌大たわみ1I1は

表・2グリオキザール樹脂処理材の曲げ性能 半減した。
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て圧縮性能は飛雛的に向|L，無処理材のおよそ2倍

の比例限鹿，1．5倍の強腱値が僻られた。

c)硬さ:l割･3に示すように，グリオキザール樹

脂処理材の硬度はメラミン樹脂処理材のそれには若干

及ばないものの，素材の2倍以|二の値が得られた。こ

の値は，具体的にはヒノキ材の硬度が樹脂処理によっ

てブナ材程度にまで向上したことを示している。

4．用途について

グリオキザール樹脂処理木材.の商い寸法安定性能を

生かして，浴棚をはじめとする浴室用部材（写真･1)，

木製（ホット）カーペット（写真･2)，床I暖房用フロー

リングなどの試作・'|'k能評{llliを行っている。そのうち

沸榊については現時点までに商品化されるに至ったが，

そのほか，サッシ，玄|%lドア，住宅H1外壁材料などへ

の利用を提案しているところである。また，樹脂処理

材の切削性が良好なこと（逆目が起きない，仕上がり

I前が､ド淵・なことなど）および樹脂の染料吸着性が優れ

ていることから，写真.3のような建具･家具の引き手

をグリオキザール樹脂処理材で生産する企業も現れた。

全く予期していなかったこのような用途にグリオキザ

ール樹脂処理技術が活

胴されたということは、⑨

樹脂処理材の用途がまだまだ広がる可能性が高いとい

うことを示している。と同時に，一般に樹脂処理に用

いる素材は並材（一般材）ではなく，節のない高価格

な材料である場合が多い（浴椴などの用途もその例外

ではない）が，引き手のような用途では端材や背板な

どが材料として使えるというメリットがあり，用途次

第では，製材工場における残廃材がグリオキザール樹

脂処理によって付加(llli値の商い材料に生まれ変わる可

能性があることを示しているのである。

【注】ASEとは,Anti-SwellingEfficiencyの頭文字で，
無処理の木材に対してどの職度の､l法安定性能が付与され

たかを示す価である。ちなみに,ASE=50は元の木材の1/

2，67は1/3に寸法変化が抑えられたことを示す価である。
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東北本線開通100周年に建立された記念碑(1993年10月）－－－－．

錘〆錘唾ﾉ鯉醒““ﾉ”墾垂…ﾉ……“r““'““ﾉ錘ﾉ麺“'“〆錘“／錘／麺〆麺/錘ﾉ“/“““““麺“錘硬ﾉ麺/““/“/錘“'”

1．防雪林の幕開け

東北本線が盛岡～青森間の建設を最後に，東京

～青森間の全線が開通したのは1891（明治24)年

9月のことである。その当時の東北本線は，日本

鉄道という私鉄であった。全通当時は，東北地方

北部で冬季間猛吹雪のため鉄道線路が雪に埋まり，

列車運行不能が続発した。1892（明治25）年1月

14日の東京日日新聞に「日本鉄道の同線路は有名

なる降雪地なれば，過日来より降雪のため列車の

運転を停止せしこと二回にも及びしかば，それ以

来同会社では，万一中途において降雪のため列車

の運転することあたわざる場合を考え，毎日乗客

の多寡に応じてブランデー及び道明寺ほしいい等

を積み込んで，汽車を運転しているという」と報

じられている。当時の防雪対策は，木製の防雪柵

や雪覆いであった。特に，乙供～小湊間には木製

の雪覆いが設置された。しかし，強風による倒壊

や蒸気機関車の火炎による延焼のため，効果的な

対策とはならなかった。

当時の日本鉄道社長渋沢栄一と同郷で後輩に当

たる本多静六は，ドイツ留学から1892（明治25）

年帰国途中，カナダでパシフィック鉄道の防雪林

の効果を学んでいたことから地吹雪発生箇所の線

路沿いへの植林帯造成を提言し，採用された。渋

沢栄一から正式に植林帯造成の委嘱を受け，建設

課長長谷川謹介と現地調査をし，1893(明治26）

年,水沢～小湊間41カ所に50haの造林を実施し

た。これがわが国で初めて誕生した鉄道防雪林で

ある。

2．防雪原林

その一つである野辺地構内の野辺地2号林の一

部を防雪原林といい,1.7haの面積に杉21,196

本，カラ松1,000本が植林された。現在JR礁岡

支社の植林標準本数は，1．8mの正三角形植えに

当てはめると17ha当たり6,059本となり，早く

防雪効果を発揮させるためにかなりの密度で植林

されたことがわかり，当時の地吹雪のすごさが推

測される。なお野辺地防雪原林の面積は，駅構内

の改良によって1haとなっている。

過去の野辺地保線区の資料によると，防雪原林

の防雪効果が次のようになっている。

吹雪防止機能の状態

吹雪吹込防止の完全であることは云うに及ばず，

構内作業その他に亘る利益もまた莫大である。

この林地の上り方120mには隣接防雪林が在
まこと

るが，この両林地間の地域の冬季強風は，洵によ

く対照的である。例年この無林地部分には「防雪

柵」を仮設して，冬場の作業を援護している状態

である。

1940(昭和15)年に，紀元2600年記念事業とし

て防雪原林内に本多静六自身の揮毫になる「防雪

原林」の記念碑が青森保線事務所によって建立さ

れ，碑面には次のように記されている。

(碑面） 紀元2600年記念建碑

防雪原林

明治26年春植

本多静
聿
冒

ユー

ノ､

林業技術No.6351995.2



32

(裏面）

当杉林は実に我国鉄道防雪林のI篇矢なり。明

治25年,｜|本鉄道会社重役渋沢栄一氏が新帰朝

者本多静六氏の進言を容れ，建設課長長谷川謹

介氏をしてその翌春に植栽せしめたるに初まる。

剛後木多氏の指導と保線係員の努力により，

広く沿線に防雪林を成立せしめたるものなり。

紀元2600年にl'1たり，いや栄の盛世を寿ぐが如

く年と共に繁茂する防雪林の偉業を顧み，ここ

に記念碑を建てるものなり。

昭和15年11月10日青森保線事務所

3．鉄道記念物の指定

鉄道記念物は，鉄道記念物等保護規定によって，

1．当；l:および当社以外の者の地上施設その他の

建造物，車両，古文書等で歴史的文化価値の

高いもの。

2当社および当社以外の者の制服，作業州具，

看板その他の物件で，諸制度の推移を理解す

るため欠くことのできないもの。

3．当社における諸施設の発祥となった地点，当

社に関係のある伝承地，鉄道の発達に貢献し

た故人の遺跡（墓碑を含む）等で歴史的価値

のあるもの。

以上の3点を基準として指定される。鉄道部内

で記念すべきものであることはもちろん，鉄道は

'I蝋‘繊鰭
識辺錨勝蓉爆蝋

P■

園

I

写真･2野辺地防雪原林の記念碑

・休堆技術N().6351”5．2

容

写真･1防雪原林の記念碑

国民生活と密着した存在なので，鉄道記念物の中

には多くの人々に親しまれているもの，鉄道の仕

事の理解に役立つものなどが数多くあり，現在ま

でに鉄道記念物35件，準鉄道記念物49件が指定

されている。

野辺地防雪原林は,1960(1IWI135)年1()月14

U,第88回の鉄道記念Hに鉄道記念物第14号に

指定された。ちなみに，類似の鉄道林で鉄道記念

物に指定されているものにJR秋山支社管内の飛

砂防止林がある。

翌1961（昭和36）年5月16H,鉄道原林記念

碑の除幕式が行われ，金沢局長の手により碑面を

覆っていた白布が取られ，十河信二国鉄総裁が揮

毫された『鉄道記念物野辺地防雪原林』の題字が

浮かぶ。記念碑の背後には，長年の瓜需に耐えて

写真･3防雪原林と記念碑
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線路を豪雪の被害から守り

続けてきた杉の林が亭々と

そびえ，またこの防雪原林

とともに生き，鉄道を去っ

ていった幾多の先輩の功績

を永く後世に伝えるにふさ

わしいたたずまいである。

除幕式が終わって，祝賀

会には野辺地防雪原林設置

の提唱者であった故本多静

六氏の令孫本多健一氏も参

列し，参列者を前にいろい

ろ故人の思い出を語り，15

時過ぎに散会した。

4．防雪原林の保守管理

野辺地防雪原林の諸元は以下のとおりである。

所在地：青森県上北郡野辺地町大字野辺地字上小

中野下小中野

林種：吹雪防止林

面積：野辺地2号林原林指定約10,000nf

樹木の現況：数量約300本

平均樹高19m

平均直径30cm

胸高断面積密度下限値：計画値28nf/ha

実測値3611f/ha

以上により，胸高断面積密度下限値の計画値28

nf/haに対し実測値は36nf/haあり，機能度的に

吹雪防止林としての機能は十分果たしている。林

分収量比数上限値を求めるには，更新時期を経過

しているため無理であった。

鉄道林の保守管理は，防災機能を維持するため

に幅員を取り小班に分け,植栽後20年で防災機能

が発揮できるように線路前側林地，線路後側林地

で反復した帯状更新方法を取り管理している。防

雪原林の幅員は，1林帯を20mとし2林滞で椛

成することを標準とし，線路に沿って細長く管理

している。また，林地の中に2～3カ所の標準地

を設定して機能検査を実施し，防災機能，生育健

全度，林分材積等を把握している。機能検査はデ

林業技術No.6351995.2

写真･4野辺地駅より防雪原林を望む

ンドロメータを使用して行っているが，平成6年

度から試行的にセスナ機による垂直写真撮影を行

い，胸高断面密度を求める手法を取り入れている。

5．おわりに

鉄道林の保守管理を一元化するため，機能検査

データおよび間伐，更新等を計画的に行うための

鉄道林管理システムを導入し，技術継承と高齢化

による人材確保の困難に対処しているが，より機

械化・省力化を図らなければならないと考えてい

る｡

また当社は，鉄道林の植栽も針葉樹から広葉樹

へと潜在自然植生（その土地に潜在する樹種）を

導入し，手のかからない鉄道林に移行している。

近年，地球環境が変化し，緑が失われてきてい

る中で,JR東日本では『鉄道沿線からの森づく

り』と称し，各地で潜在自然植生を用いた植樹を

行い，人に催しい鉄道を目指し，鉄道林と同様，

沿線にグリーンベルトをつくりながら地球と環境

問題に職種的に取り組んでいる。

(東日本旅客鉄幽式会制:臘岡支鮒糊撫）

参考文献:JRMIH本鉄道林

I0O岡年記念写典架

朧岡鉄進梼理局25年史
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会員C) 時間伐して下木の生育を調整でき

ます。

②当初は耐陰性の強いオオカモ

メヅルなどの蔓草が生えますが，

下刈りがほとんど不要です。

③秋田の豪雪地でも，連日連夜

の真冬Hは少なく，樹冠に積もっ

た雪が解けることで積雪量が半減

し，埋雪の繰り返しによる屈曲折

を大幅に軽減させることができま

す。

④照度が減る上木の被覆効果に

よって下木は通直で形状比が高く

なり，枝の太さと長さが制約され

て年輪が詰まり，材質が良くなる

ように誘導できます。

⑤植え付け季節（時期）を拡大

できて労力確保が容易になります。

このような作業方法でも，現在

のところマイナスよりもプラスの

効果が多いようです。今後は，下

木の樹高が積雪の3倍を超えるま

でに，間伐を進めて通常の二段林

にしたいと考えています。

一

一
毫
崇
〆
才
》

今

Ｆ－
易
い

雷

鐵
。』』

、

造林者の立場からV

さとうげんいち

佐藤彦一

きが生ずれば，結果的に飢餓伐採

に近い方法になってしまいます。

豪雪地域の制約による数多くの不

利を覚悟しながらも，約40haに

まで複畷林を拡大しようとしてい

ます。

19年ほど前からスギ＋スギの

二段林造成を試行してきましたが，

6年ほど前からは事業規膜で始め

ています｡40年生前後のスギ林に

本数比率30％程度の普通の間伐

を行ってから，下に耐陰性の強い

アキタスギを植える方法を試行し

ています｡II編貝2～3mで道路間

附が4()～50m,約350m/haにな

るように，商密度につくった作業

路網からは斜光が少し入りますが，

視察の方々は，ほの暗い林内に植

えられた幼いスギに驚く方もいま

す。常時，受光愈調整に気配りが

必要で，枝打ちや毎年のように行

う|淵伐などが必要ですが，埋雪害

の半減など有利な点も多くありま

す。

①高密路網によって下木の成長

に注意が行き脇くようになり，随

はじめに

毎年，千石のスギを伐採できる

ような山林経営を目指して植林を

始めてから,早いもので44年が経

過しました。

農業や林業経営を志す若者も珍

しくなりましたが，昨年，春夏に

は岩手県湯田町から，晩秋には鳥

取県の智頭町から青年林業士が，

それぞれ8日間ずつ，現地研修に

きました。鳥取の大卒で家業の股

林業に従事し，腱業委員もしてい

る青年の熱心なことには驚きまし

た。メモを取り，百数十枚も写真

を撮り，夜はメモの整理をしてい

ました。今どき，このような熱意

はどこから生まれてくるのでしょ

うか？…先進林業地智頭を訪ね，

その雰囲気を学びたいという思い

が募っています。

冠雪害の克服は積雪地域の悲願

実生苗による造林ですから，う

っ閉を保つためには曲がり木の存

在も無視できません。このような

木の枝打ちは，むだのように見え

ても暴れ木になることを防ぎ，隣

接木の冠雪害を防ぐために必要で

す。また，冠雪害を軽減するには，

日光を求めて偏って伸びる枝を切

断するなど樹冠の調整も必要です。

原木乾燥と

伐出作業機械化の問題点

間伐と原木乾燥の必要性が増加

しています。間伐材の品質向上，

過剰積載回避のための原木乾燥作

業は．雄物川上流では，穿孔性虫

私の行っている複層林のつくり方

採算面と労働力の制約で，皆伐

改植の方式の維持は至難になりま

した。皆伐改植しても育成に手抜

林業技術No.6351995.2
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会員の広場

害を避けるため消雪直後に伐採，

そして数十l－l間の林内放演＝葉枯

らしということになります。

しかし，現状のハーベスタやプ

ロセッサは，間伐と原木乾燥には

適合していないようです。伐採と

造材作業の分離で，林内走行回数

が倍増することによる，高性能機

械の能率低下は避けられません。

ところが，ベースマシンであるバ

ックホーには走行速度の面で大き

な制約があります．その需要のほ

とんどが建設作業向けですから，

傾斜地移動能力や速度アップに対

するよりも安定性や旋回速度の向

上に要望が多く，メーカーでは10

km/時以上の速度を可能にするこ

とは全く考えていないようです。

の1n1送速度の50%程艇の1句上で

技払い，玉切り，運材までも含め

た作業の総合的な生産性を大きく

向上することができると考えてい

ます。

じにして，車I肺やクローラの通る

部分の砂利を厚く敷いています。

そして，砂利と運搬車の総重鼓で

転圧し路盤を強化するために，作

業道の人1.1から順次砂利敷を始め

て終点に向かって作業を進めてい

ます。

路線の上部（山側）も下部（谷

側)も，ともに利用できる程度(可

能な限り少雌）の切り士と盛り土

になるような地形に見合った細い

道路をつくり，路線上の利用量が

終点に少なく，入口に多くなるよ

うな利用形態が作業道の理想では

ないでしょうか。また，豪雨や消

雪のときに崩壊したり，地すべり

が起きるような作業道の開設を避

けるようにするには，急傾斜の部

分には細い道，緩傾斜のIII地には

広くなど，地形に見合った路幅と

カーブが必要と考えています。

時速20～301inlの速度で走行す

る必要のある長大で大きな路幅の

作業道は少ないはずです。

リョウシン･号のウインチやグラ

ップルクレーンの操作を立った姿

勢（視線の高さ地上約2.5m程

度）で行うように改造したので，

林内作業の安全性向上のため，そ

の視野に入る範囲に道路間隔を整

えたいと考えています。

作業道林業を目指して

10年間に2,000㎡程度の薪を

集職した111土場のスギの成長は，

40～30年後の現在でもまだ十分

でない事例があります。大型機械

の林内走行が植生に与える悪影群，

例えば，接地圧が低くても超信地

旋也I(クローラを左右反対の方向

に操作し，移動せずに方向転換を

すること）をした場合などの排水

停滞などは想像以上のものがある

ようです。苗木や花木栽培業者の

行っている深耕作業と天地返し作

業の効果などは，一般の林業経営

の場合でも参考にしなければなら

ないと考え，密度を高めた作業道

路上で育林から伐出までの多くの

作業ができるような林業経営を考

えています。

作業道や突っ込み林道のつくり

方は一般道とは違うはずです。板

カマボコに紅をつけたような型の

敷砂利は必要がないと考え，バッ

クホーの轍と砂利敷用のクローラ
わ漣勒

ダンプ，林内作業車の轍の幅を同

2種類の作業ができる機械

アウトリガーを座席の前と後ろ

に4本装着するなどの安定性強化

対策で,積載量3t程度,エンジン

排気量25～32のミニフォワー

ダにハーベスタ機能を持たせるこ

とができないでしょうか。

グラップルを取り外し，強力な

クレーンにハーベスタヘッドを取

り付ければ，改造によって積載量

が700～1,000kgも減少して2t

程度になったとしても，無積載時

佐藤氏の情熱に

感心させられっぱなし／

蕊
ぐ
①

･佐藤彦一氏の山林（秋田県皆瀬
村）を訪れた青年林業士の目

歩
、ふじわらあきひこ

藤原昭彦
(鳥取県智頭町在住）

①手前の伐根．聯”'1央の立木・次の根IIIIり木などをよけながら作設された
道。②逆帆は写典の①,②とも2m程艇でリョウシン号が通れる湿度｡佐藤
氏いわくr林内を作業.'1(で走れる遡順だけ|惟保したらそれ以'二伐採しない。切
るのはいつでも切れる。必要が生じたり，立木にⅢi航がついたら切ればよい。
土に|吹を抑え，枇転防止柵代わりに,Fll川するねらいもある」

｢自然力を巧みに利用しながら，総

合的･長期的展望に立って独特な施

業をされていると痛感しました」

林業技術No.6351995.2



37

会員の広場

凶作の次の年が空前の大豊作，自

由米の価格も~ド落し，気象条件に

支配される中山間農業の限界を思

っています。

製紙用チップの価格崩壊で若齢

広葉樹は無mli値になり，地域の製

材工場も縮小が続き，スギ丸太価

格が低迷しているにもかかわらず，

林業労賃の高騰は続いています。

ナメコや乾燥シイタケも中国産

に圧倒され，養豚や和牛飼育は関

税の引き下げや自由化の影響で価

格が低下して大ピンチ。乳牛も雄

子牛と廃牛価格が無に近くなって

収入が激減し，タバコ栽培や野菜

栽培も長時間労働などの条件が厳

しく，若い人たちに嫌われていま

す。

こうしたことから，林業の消え

たl｣I間や中山間地域の活性化対策

は存在しないという思いが募って

います。

21世紀の未来社会は別にして，

福祉優先か，地域政策か，産業政

策か，所得補てんかなどなど，直

lhiするllI村集落の存亡のすべては，

これから数年間の，住民と地域行

政関係者の蒋起と努力に懸かって

いるように考えています。

格にWu敵する場合が多いようです。

山林の場合でも裸の土地価格と路

綱盤備賛朋は，ほぼ同じになるよ

うな大変な高負担になります。そ

れでも，これまでの労苦や投澄を

猟にしないために，作業路網の整

術に林業の未来を託しています。

また,I=1本社会の将来展望と林

業労働力確保の視点から考えて，

作業道造成のコストミニマムの考

え方は雌善でしょうか。近い将来

予想される，幾何級数的な貨金k

昇に耐えられる路綱密没理論の創

出こそ早急に必要だろうと考えて

います。「労働潔境の整附｣こそこ

れからの高密度路網に期待される

ものです．7～9月中旬までの季

節,昼休み時間は90分にしていま

すが，4年前から雨天の日には自

宅に戻って昼食と休思をとるよう

にしています。

育林の労働日数と生産材積

路網密度が一定並（片側利用で

300m以上？，両側利用で200m

程度か）を超えると，一路線当た

りの車両通行量，生産性の向上に

必要な通行速度，搬出木材重鼓は
でも‘

逓減し始め，作業路や作業道の開

設費用と維持費が減少するようで

す（必要な敷砂利の量と路幅が減

少する)。また，路網の維持費や開

設費用の総量も減少し始めるので

はないでしょうか。路網密度が高

くなると搬出される木材の軍最よ

りも敷砂利の重量が重くなります。

ヘクタール当たり60万円程度

で,300m/ha程度の作業路の盤

備を完結させることが可能と考え

ていますが，この程度の経費でも

樹高が20m前後にまで成長した

山林では，集材経費は最低になる

と考えています。

豪雪地に実生苗を植えていたの

では，枝打ちをしても生産される

材の相当部分は並材になります。

路網を整備して行う集材集職作業

の省力化は，伐出経費全体の削減

の決め手と考えています。

中山間地域の場合は，水田の場

合でも1haや30aの大区il'iにす

るには,100～150万円/10a以上

の工事費が必要で，費用は土地illi

おわりに

以上は，一般常識ではない部分

もあると思いますが，森林総合研

究所東北支所の非常勤研究員の委

|腿を受けて発表した内容の一部で

す。

＊＊＊

この一年,H然蝋境の制約と1l1

村と股林業の行く末について深く

考えさせられました。歴史的な大
(繍1澱5%3囎鯛蟻）

④カラマツ＋腿莱棚十スギの俊胴
林。カラマツは徐狗に伐採。千"'1賦
蜷樹を枇棚的に残したli1でもありの
lll林．

ｑ
㈲

伝
⑤

⑤スギの根1111りが広葉樹より著し
く少なく，林地肥培の効用が見えた

賜所。雪起こしは実行していない。
（窓0858-75-0744）

③スギ＋スギの二段林。収人間伐
をねらえそうな林分に実行とのこ

と。雪害木・伐損木の低減を図るた
め．辻植え位置からずらして植栽。

歩
④

林業技術No.6351995．2
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炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
を
、
猿
も
居
眠
り
の
出
る
く

ら
い
の
余
熱
で
さ
ら
に
蒸
ら
す
と
、
釜
底
の
米
の
ひ

と
粒
ひ
と
粒
が
狐
色
に
、
う
っ
す
ら
と
焦
げ
て
色
が

つ
く
。
米
の
デ
ン
プ
ン
が
完
全
に
ア
ル
フ
ァ
ー
化
し

た
証
拠
で
あ
り
、
色
の
部
分
に
は
グ
リ
コ
ー
ス
や
デ

キ
ス
ト
リ
ン
な
ど
の
、
ほ
ん
の
り
と
甘
い
成
分
が
生

成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
状
態
に
炊
き
上
が
る
と
、
釜
の

中
の
ご
飯
は
す
べ
て
光
沢
が
あ
り
、
粒
が
立
っ
て
い

る
は
ず
で
、
驚
く
ほ
ど
お
い
し
い
ご
飯
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
わ
ざ
こ
そ
、
日
本
民
族
が
発
明
し
た
日

本
独
特
の
食
事
上
の
「
炊
飯
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
ご

飯
を
炊
け
ば
、
だ
れ
に
で
も
う
ま
い
ご
飯
が
炊
け
る

の
で
す
。

ご
飯
に
含
ま
れ
て
い
る
オ
リ
ゴ
糖
に
注
目

炊
く
前
に
、
研
い
だ
米
を

水
に
演
け
て
お
き
ま
す
が
、

こ
れ
に
も
重
要
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。

米
に
水
を
加
え
て
放
置
す

る
と
、
デ
ン
プ
ン
分
解
酵
素

の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
が
米
の
デ
ン

プ
ン
質
に
働
き
か
け
て
、
オ

リ
ゴ
糖
を
生
成
す
る
の
で
す

が
、
老
化
防
止
に
と
っ
て
、

こ
の
オ
リ
ゴ
糖
は
非
常
に
重

要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

米
が
炊
き
上
が
る
と
、
表

面
に
生
じ
た
白
い
光
沢
が
オ

リ
ゴ
糖
で
、
実
は
、
ご
飯
の

味
を
左
右
す
る
甘
味
成
分
で
も
あ
り
、
グ
リ
コ
ー
ス

や
デ
キ
ス
ト
リ
ン
な
ど
の
材
料
で
も
あ
り
ま
す
。
研

い
で
す
ぐ
に
炊
い
た
ご
飯
は
、
オ
リ
ゴ
糖
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
か
ら
、
炊
き
上
が
っ
て
も
甘
味
成
分
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
ず
、
ま
ず
い
ご
飯
に
な
り
が
ち
で
す
。

ご
飯
を
蒸
ら
す
こ
と
も
大
事
な
の
は
、
炊
い
て
い

る
最
中
に
釜
の
中
に
出
た
オ
リ
ゴ
純
を
ご
飯
の
表
面

に
戻
す
た
め
で
、
絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

オ
リ
ゴ
糖
は
食
物
セ
ン
イ
と
似
た
役
目
を
持
ち
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
圧
を
抑
制
す
る
作
用
で
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
化
・
吸
収
さ
れ
に
く
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
た
め
に
、
腸
に
ま
で
達
し
て
、
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
な
ど
善
玉
乳
酸
菌
の
エ
サ
と
な
り
、
体
に
い

い
乳
酸
菌
を
増
や
す
効
果
が
高
い
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
大
腸
ガ
ン
の
予
防
に
も
役
立
ち
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

や
便
秘
な
ど
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
炊
飯
器
の
場
合
で
も
、
研
い
だ
米
は
水
を
加

え
て
十
分
ほ
ど
お
き
、
そ
れ
か
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、

じ
っ
く
り
蒸
ら
し
て
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
す
る
と
、

米
も
立
派
な
「
長
寿
食
」
に
な
る
の
で
す
。

日
本
人
が
世
界
一
長
生
き
で
き
る
の
も
、
毎
日
の

ご
飯
を
古
く
か
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
炊
い
て
、

オ
リ
ゴ
糖
を
と
っ
て
き
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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お
い
し
い
ご
飯
を
炊
く
方
法

お
い
し
い
ご
飯
の
条
件
と
し
て
よ
く
い
わ
れ
る
の

は
、
ご
飯
の
表
面
に
つ
や
の
あ
る
光
沢
が
あ
っ
て
、

し
か
も
、
ひ
と
粒
ひ
と
粒
が
立
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

確
か
に
、
こ
の
よ
う
に
炊
き
上
が
っ
た
も
の
は
感

心
す
る
ほ
ど
味
が
い
い
し
、
日
本
人
の
最
も
好
き
な

ご
飯
で
す
。
実
は
、
表
面
に
光
沢
の
あ
る
状
態
に
炊

き
上
が
っ
た
ご
飯
と
い
う
の
は
、
単
に
味
が
よ
い
だ

け
で
は
な
く
、
た
い
へ
ん
腸
の
具
合
を
よ
く
す
る
う

え
で
も
役
に
立
つ
。

日
本
人
は
世
界
中
で
も
、
ま
れ
な
ほ
ど
米
が
好
き

な
民
族
で
、
米
の
中
に
穀
霊
と
い
う
神
が
宿
っ
て
い

る
と
い
う
信
仰
ま
で
持
っ
て
い
ま
し
た
。

お
正
月
に
や
っ
て
く
る
歳
神
さ
ま
も
、
穀
霊
系
の

神
格
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
お
正
月
に

は
、
穀
霊
さ
ま
の
依
代
（
よ
り
し
ろ
）
と
し
て
、
鏡

一
溌
溌
溌
溌
駿
溌
溌
溌
醗
識
酸
溌
識
溌
駿
識
溌
溌
溌
溌
溌
駿
駿
溌
溌
駿
駿
一

蕊
瀧
鍵
鍵
議
蕊
瀧
瀧
識
灘
識
繍
灘
灘

蕊
職
鱗
鐵
議
繍
霧
灘
懲
灘
澱
瀧
議
鍵
灘

繍
職
職
繍
臘
撚
搬
繩
織
柵
織
郷
柵
聯
織
繍
繊
柵
柵
織
聯
灘
職
織
職
郷
職

鰻
溌
殺
酸
溌
駿
殺
溌
殺
鰻
溌
溌
殺
醗
駿
醗
醗
鯛
綴
殺
懇
鰭
醗
選
磯
縫
醗

一
壱
国
又
ａ
『
ｘ
ｇ
ｘ
ａ
》
又
ａ
｝
又
。
又
＆
『
又
ａ
ｘ
ａ
『
又
。
又
ａ
『
又
ａ
胃
又
回
又
回
又
心
門
又
亀
又
念
胃
又
ａ
胃
×
心
胃
又
〈
。
又
回
又
念
▽
犬
織
又
公
▽
《
心
『
以
心
彫
腐
門
階

陵
回
区
ａ
『
又
ａ
『
又

餅
を
神
棚
に
供
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
米

を
粗
末
に
す
る
と
ば
ち
が
当
た
る
と
言
い
続
け
て
き

た
の
も
、
そ
の
中
に
、
神
が
宿
っ
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
。
神
と
同
格
の
米
を
よ
り
お
い
し
く
食
べ
る
方
法
と

し
て
考
案
し
た
の
が
、
日
本
独
特
の
炊
飯
法
で
、
次

の
こ
と
わ
ざ
の
中
に
素
晴
ら
し
い
知
恵
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

江
戸
後
期
に
で
き
た
『
僅
言
集
覧
（
り
げ
ん
し
ゅ

う
ら
ん
）
』
は
、
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
各
地
の
こ

と
わ
ざ
や
方
言
な
ど
を
集
め
て
記
録
し
た
大
辞
典
で

す
が
、
こ
の
中
に
次
の
こ
と
わ
ざ
が
集
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

始
め
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
、
中
く
わ
つ
く
わ
、

親
は
死
ぬ
と
も
蓋
と
る
な

と
い
う
も
の
で
、
ま
た
、
「
ド
ウ
ド
ウ
火
に
チ
ョ
ロ

狐
色
に
う
っ
す
ら
と
焦
が
す

ど
ち
ら
の
こ
と
わ
ざ
も
、
か
ま
ど
炊
き
の
炊
飯
方

法
で
、
も
ち
ろ
ん
鉄
の
羽
釜
を
使
い
ま
す
。
「
始
め
ち

ょ
ろ
ち
ょ
ろ
」
の
ほ
う
は
、
釜
の
中
の
沸
騰
の
状
態
、

「
ド
ウ
ド
ウ
火
」
の
ほ
う
は
、
火
力
の
変
化
を
示
し
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
に
沸
騰
し
て
も
蓋
を
と
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
意
味
で
、
蒸
ら
し
に
よ
っ
て
、
ご
飯
は
立
つ

状
態
に
ま
で
仕
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
火
力
の
ほ
う

は
、
「
三
尺
さ
が
っ
て
猿
ね
む
り
」
に
コ
ツ
が
あ
る
こ

と
に
注
意
す
べ
き
で
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
に
こ
そ
、
と

び
っ
き
り
美
味
な
ど
飯
に
す
る
秘
訣
が
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

釜
の
中
で
は
す
で
に
大
沸
騰
は
終
わ
り
、
米
粒
の

芯
に
ま
で
十
分
に
熱
が
伝
わ
っ
て
い
る
状
態
。
次
に

大
事
な
の
は
仕
上
げ
で
、
こ
こ
で
「
三
尺
さ
が
っ
て

猿
ね
む
り
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
か
ま
ど
の
火

も
ト
ロ
火
で
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
三
尺
さ
が
っ
た
所

に
座
っ
て
い
る
猿
で
も
眠
た
く
な
る
と
い
う
意
味
。

か
ま
ど
の
余
熱
で
、
猿
は
コ
ッ
ク
リ
コ
ッ
ク
リ
し
て

い
る
わ
け
で
す
。

チ
ヨ
口
火
、
三
尺
サ
ガ
ッ
テ
猿
ネ
ム
リ
、
親
ガ
死
ス

ト
モ
蓋
ト
ル
ナ
」
と
も
い
う
、
と
も
あ
り
ま
す
。
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て
お
り
、
地
元
の
ガ
イ
ド

の
案
内
で
四
、
一
○
一
脚

の
キ
ナ
バ
ル
山
の
頂
上
ま

で
を
一
泊
二
日
で
往
復
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

キ
ナ
バ
ル
国
立
公
園
へ

入
っ
て
四
日
目
、
い
よ
い

よ
そ
の
一
角
に
あ
る
私
の

直
接
の
活
動
場
所
と
な
る

ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
へ
と

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
者
、
研
究
助
手
ら

約
二
十
名
の
職
員
と
、
各
施
設
の
作
業
員
ら
合
わ
せ

て
百
名
以
上
の
人
々
が
働
い
て
い
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
・
宿
舎
・
食
堂
・
売
店
等
の
来
園
者
用
の
施

設
を
は
じ
め
、
事
務
所
や
研
究
室
、
職
員
住
宅
等
々

予
想
以
上
に
整
っ
て
い
た
。
避
暑
・
自
然
散
策
・
登

山
な
ど
を
目
的
に
、
大
勢
の
観
光
客
が
地
元
は
も
ち

ろ
ん
欧
米
・
日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
も
訪

れ
、
そ
の
数
は
年
間
二
十
万
人
に
も
な
る
。
山
岳
植

物
園
、
森
の
中
の
自
然
散
策
路
で
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

案
内
を
務
め
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
展
示
や
ス

ラ
イ
ド
上
映
を
行
い
、
サ
バ
州
の
動
植
物
を
紹
介
す

る
な
ど
来
園
者
へ
の
自
然
教
育
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
ま
た
、
登
山
道
や
山
小
屋
も
よ
く
整
備
さ
れ

移
動
し
た
。
こ
こ
は
本
部
か
ら
約
四
十
キ
ロ
離
れ
て
お

り
、
標
高
は
五
○
○
脚
ほ
ど
、
そ
の
名
の
と
お
り
温
泉

の
湧
く
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
小
さ
な

事
務
所
と
来
園
者
の
た
め
の
宿
舎
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
自

然
散
策
路
、
そ
し
て
観
光
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
露

天
風
呂
な
ど
が
あ
る
（
こ
の
温
泉
は
戦
時
中
日
本
軍

が
発
見
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
）
・
日
中
の

気
温
は
三
○
度
を
超
し
か
な
り
蒸
し
暑
い
が
、
朝
晩

は
と
て
も
心
地
よ
い
涼
し
さ
に
な
る
。
当
時
職
員
は
、

主
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
筆
頭
に
数
名
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

作
業
員
ら
合
わ
せ
て
三
十
名
ほ
ど
が
い
て
、
ラ
ン
剛
．

ト
ロ
ピ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
（
小
動
物
園
）
・
キ
ャ
ノ
ピ
ー

ウ
ォ
ー
ク
（
樹
上
の
つ
り
橋
）
・
バ
タ
フ
ラ
イ
フ
ァ
ー

ム
（
蝶
園
）
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

キ
ナ
バ
ル
山
周
辺
、
特
に
ポ
ー
リ
ン
温
泉
地

区
は
蝶
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
昆
虫
の
宝
庫
と

し
て
、
そ
の
道
の
人
々
に
は
つ
と
に
有
名
な
場

呂銅
所
だ
・
熱
心
な
日
本
の
研
究
者
た
ち
が
、
何
年
も

礪
前
か
ら
た
び
た
び
こ
の
地
を
訪
れ
調
査
を
続
け

癖
て
い
た
。
長
い
期
間
、
こ
の
キ
ナ
バ
ル
周
辺
の
蝶

心
と
自
然
を
見
続
け
て
き
た
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に

ポ
は
、
森
林
伐
採
等
で
原
生
林
が
激
減
し
、
食
草
や

食
樹
を
失
っ
て
蝶
た
ち
が
年
々
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
私
は
、
国
立
公
園
は
貴

重
な
自
然
を
管
理
維
持
し
、
動
植
物
を
保
護
す
る
と

い
う
使
命
の
下
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
来
園
者
や
広
く
社
会
に
向
け
て
示
し
、

自
然
保
護
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
の
認
識
を
強
く
抱
い
た
。

そ
し
て
私
は
、
バ
タ
フ
ラ
イ
フ
ァ
ー
ム
に
二
つ
の

機
能
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
た
。
そ
の
一
つ
は
ポ
ー

リ
ン
を
中
心
と
す
る
キ
ナ
バ
ル
山
周
辺
の
蝶
の
生
態

を
明
ら
か
に
し
、
飼
育
繁
殖
技
術
を
確
立
し
て
、
貴

重
種
の
保
存
に
役
立
て
る
と
い
う
調
査
・
研
究
・
自

然
保
護
的
な
役
割
。
も
う
一
つ
は
、
来
園
者
に
た
く

さ
ん
の
美
し
い
蝶
が
舞
う
姿
を
真
近
に
見
る
場
所
を

提
供
し
、
蝶
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
生
き
物
や

自
然
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
深
め
る
き
っ
か
け
を
作

る
自
然
教
育
的
な
役
割
で
あ
る
。

私
は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
胸
に
、
早
速
バ
タ
フ
ラ

イ
フ
ァ
ー
ム
建
設
に
関
す
る
活
動
に
着
手
し
た
。

来園者へのメッセージ
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キ
ナ
バ
ル
国
立
公
園
位
置
図

私
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ

州
観
光
環
境
開
発
局
の
管
轄
に

あ
る
キ
ナ
バ
ル
国
立
公
園
の
エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
（
生
態

学
研
究
室
）
に
、
昆
虫
学
分
野

を
担
当
す
る
職
員
と
し
て
配
属

さ
れ
た
。
サ
バ
州
に
は
七
つ
の

国
立
公
園
が
あ
り
、
そ
の
本
部

事
務
局
は
州
都
コ
タ
キ
ナ
バ
ル

の
中
心
街
に
あ
っ
て
、
ま
ず
は

こ
こ
で
局
長
を
は
じ
め
と
す
る

勺

管
理
職
の
人
た
ち
に
会
っ

た
。
国
立
公
園
に
は
、
昆

虫
学
を
専
門
に
学
ん
だ
こ

と
の
あ
る
職
員
が
一
人
も

い
な
い
の
で
、
こ
の
分
野

の
指
導
者
と
し
て
青
年
海

外
協
力
隊
員
に
と
て
も
期

待
し
て
い
る
と
の
こ
と
、

ま
た
、
広
く
サ
バ
州
全
体

の
公
園
を
見
て
活
動
し
て

ほ
し
い
と
の
話
に
も
、
こ

の
仕
事
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
と
責
任
を
感
じ
て
、

あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締

R=
＝

劃

一
宇

ま
る
思
い
が
し
た
。

私
の
任
地
は
、
七
つ
の
国
立
公
園
の
中
核

山畑
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
キ
ナ
バ
ル
国
立
公
園

ノ識
で
あ
る
。
当
公
園
は
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
か
ら
一

率
○
○
キ
ロ
ほ
ど
内
陸
に
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
最

諦
高
峰
の
キ
ナ
バ
ル
山
を
含
む
面
積
七
五
○
平

｝
」卿
方
隙
の
広
大
な
原
生
林
を
有
し
、
四
千
勝
を

の雲
超
え
る
標
高
差
が
あ
る
た
め
、
見
事
な
植
生

の
垂
直
分
布
が
観
察
で
き
る
こ
と
で
も
有
名

で
あ
る
。
山
頂
に
は
大
小
い
く
つ
も
の
奇
岩

が
連
立
し
、
見
る
者
を
圧
倒
す
る
。
昔
か
ら
地
元
で

は
、
死
者
の
魂
が
住
む
山
と
し
て
信
仰
の
対
象
に
な

っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
雲
の
中
に
見
え
穏
れ
す
る
姿

は
実
に
神
秘
的
で
、
ま
さ
に
霊
山
と
い
う
雰
囲
気
で

あ
る
。

私
は
、
標
高
一
、
五
○
○
脚
に
位
置
す
る
公
園
本
部

に
向
か
っ
た
。
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
か
ら
車
で
約
二
時
間
、

蛇
行
す
る
道
を
登
る
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
気
温
が
下

が
り
、
本
部
事
務
所
へ
到
着
す
る
こ
ろ
に
は
コ
タ
キ

ナ
バ
ル
で
の
暑
さ
が
う
そ
の
よ
う
に
冷
気
に
覆
わ
れ

て
、
日
本
の
初
秋
を
思
わ
せ
る
涼
し
さ
だ
っ
た
。
こ

こ
で
三
日
間
、
仕
事
等
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
、
園
内
を
あ
ち
こ
ち
見
学
し
て
歩
い
た
。

当
時
公
園
本
部
に
は
、
園
長
以
下
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
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いるのに，今回の場合は，オリン

ピック施設というインターナショ
お"』妙″右沙『

ナルな建物であるにもかかわらず，

長野は木でもつ， 正統な価格競争もせずに米国産を

排除することは極めてアンフエア

ーな行為と映る。

一方，地元の林業・木材業界は，
木は何でもつ

旧聞でいささか気がひけるが，

昨年末，長野オリンピック施設の

建設資材を巡って日米のさや当て

が新聞で報じられたことをご記憶

の方もあると思う。確か3千m剛に

及ぶ大断面集成材の調達を地元産

カラマツとするか，米国からの輸

入材にするか，あるいは双方を折

衷して調達するかの争いである。

聞くところによると工事受注者

の鹿島建設㈱が,APA(米国合板

協会）に対して見積りを求め，こ

れを受けたアメ飢力側がその気を
起こしたのに，蓋を開けてみたら

地元カラマツ材オンリーとなった

ことによるトラブルだとのこと。

よくある話だが，こと今回は日米

の木材貿易の合意事項に反する行

為であるとして，モンデール駐日

大使凰本政府に抗議するに及ん
で，俄然，話が国際問題にまで発

展したという次第。

まあ今回は本格的な喧嘩とはな

らずに矛が収まったらしいが，事

を先送りしただけの話ではある。

そこで，今回の事件を少々考え

てみると，構造用大断面集成材の

日米較差が今回のトラブルの最大

の背景として浮かぶ。値段が2倍

の開きがあるとされ，さらに量的

にも質的にも安定した供給が可能

である米産材は，今回の事件とは

無関係に倍々ペースで輸入されて

日本中の各地で重宝に使用されて

地元に鑑笠するのに地元産材を使

用するのになんの遠慮がいるのか。

しかも林業・木材産業の発展と，

地域経済に及ぼす波及効果を考え

ると，目先少々高い資材に公的資

金を投入してもトータルで釣り銭

がくる，と説く。

この論争，交わるを知らずで，

j>j>線路は続くよ，どこまでも～～

野を越え山越え，谷越えて～～戸

となる。柱1本，板1枚の絶対価

格での議論と，かたや柱，板に至

るまでの背景，過程を組み込んで

の議論は空しい思いがしてなら

ない。

木材の値段が国際価格になって

久しい。日本林業の低迷は木材の

一一 一

脅縦識I漣謬霧園溌鰯織蕊，
林業所得の推移

林業所得と全産業勤め先平均収入の推移
保有山林規模20～500ha層を

調査対象とした林家経済調査で林

家の経営動向を見ると，平成5年

度における林家の1戸当たりの経

営収支は，林業親牛産額が前年度

に比べ1％減少して173万8千円

となったのに対し，林業経営費も

前年度に比べ3％減少して99万

3千円となっている。この結果，

林業粗収益から林業経営費を差し

引いた林業所得は前年度に比べ2

％増加して73万6千円となった。

これを保有山林規模別に見ると，

20～50ha層,50～100ha層は前年

度に比べて，それぞれ53％，03

％増加して53万6千円，114万5

千円となっているが,100～500ha

層は52％減少して206万円とな

っている｡20～50ha層では立木販

F円

7,000

6－‘133

6,《)00

5．000

1.000

3．000

2．0602，000

５
６
４
３
１
５

Ｌ
1．000

2()-50ha

(）

昭 4750556(）平元5fl

質料：総務庁r家計洲恋｣，農林水産省「林家経済調査」
注：1）林業所得を求める前段の林業経営費の計上において，平成4年没か
ら家族労働の評価や生産管理労働時間等の集計方法が変わったため，
4年度および5年度の結果とそれ以前の結果は正確には盤合しない。
2)r家計調査』は，年次，「林家経済調査」は年度の数値である。

～
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国際市場化と軌を一にして今日

に至っているが，この間，さま

ざまな自然保護運動や環境問題

がわき起こり，林産物の生産に

かつてないさまざまな規制が課

され，林道1本通し，木を1本

伐るにも林業者の思いどおりに

ならないのに，そのコストは林

業者に負わせるのでは国際競争

でのハンデが大きすぎて持ちこ

たえられないのは理の当然。

だから外材は排除する。てな

ことは世界に通用しなくなって

いるのも現実，これが長野トラ

ブルでは。

そこでどうするかって？昨

年のコメ総動をお手本にするの

がいちばん。大騒ぎした結果が

6兆円もの大盤振る舞いが天か

ら降ってきたではないですか。

これを横目で眺めて目にいっぱ

い涙を浮かべている御仁がいま

すよ。「39兆2千億円の公益機

能」という御仁が。

１
１
１

林政拾這抄ゥツドパーク

匹見町は森林に囲まれた農業

と畜産と林業の町である。しか

しそれらの生産所得は平成2年

度で農家1戸当たり約40万円

と低く，人口も年々減少し，昭

和30年の7,500人から平成2

年の2,200人へと激減している。

この過疎化の流れを食い止め，

活性化を図る手段としたのが

｢神秘的な大小の滝や清流,樹林

の峡谷の自然の美しさであり，

その自然の資源を活用した展示

館」だったのである。

匹見町では，町づくりの方針

を「若者たちが訪れたいと感じ

る町，住んでみたいと思う町に

したい」とするところに置いて

いる。その町づくりの方針に従

い，一方では樹齢200年の天然

生のスギ，ブナ，ミズナラ，ケ

ヤキ，トチ等の巨木を永久に残

すことを制度化したり（町条例

で｢不伐の森」を制定)，ウッド

パークを開設して森林や樹木と

親しみふれあう場として活用し

ようとしているのである。

（筒井辿夫）

島根県匹見町にウッドパーク

センターと名づける展示館があ

る。もと益田腱林学校分校だっ

た建物を利用して，パズル館，

樹林館，研修室などの施設を備

えたものである｡｢森とともに生

きているこの町の自然のふとこ

ろで学び，遊んでもらおう」と

いうのが開設の目的で,｢森の町

の物語をやさしく語りかけ，樹

について考え，忘れかけている

人間性を回復させ，人と人との

ふれあいの輪を大きく広げよ

う」と呼びかけている。

パズル館は，匹見町で製作し

ている木工パズルや世界から集

めた珍しいパズルを展示したも

ので，世界でも例のない施設と

いう自慢の企画である。来館者

はそれらの木工パズルで遊ぶこ

ともできる。いろいろの型のか

なり難しいパズルが並んでいる。

樹林館は「森の器」と呼んでい

る匹見産の101種の木で作った

椀や，そのもとの木を展示し，

また古代から現代までの人間と

のかかわりを示す各種資料の展

示もある。

売を主体とした林業生産の拡大が

見られる。逆に，比較的大規模層

な100～500ha層では，素材生産

をはじめとする林業生産活動全般

が停滞する一方，請負わせ料金な

どの林業経営費が増嵩したため，

林業所得を前年度に比べて半減さ

せており，必ずしも保有山林規模

が大きいほど経営状態がいいとは

いえない状況となっている。

昭和47年度からの長期的な推

移を見ると，全産業勤め先収入の

平均は増加基調にあるが，林業所

得は規模の大小にかかわらず横ば

い，低迷傾向にある。特に，

100～500ha層では昭和55年度ま

では，全産業勤め先収入の平均に

比べて優位であったものが，その

後，相対的に低下し，平成5年度

にあっては，かつてないほどに落

ち込んでいる。

ー
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うちに使うようにしました。石井

さんの勧めでドイツ語で書かれた

教科書を使ったので，ドイツ語の

勉強にもなりました。そんなにし

て2カ月もたったころだったでし

ょうか。ある日友人たちと一日中

タイ語だけで話していることに気

づきました。そして間違いなくそ

のころ，タイ米をおいしいと感じ

始めたのです。言葉と一緒にタイ

料理にすっかりなじんでしまった

のです。およそ2年間タイにいて，

日本に帰った最初の夕食に，母が

とっておきの新米を炊いてくれま

した。母には悪いのですが，その

米を粘っこく，強いにおいの米だ

と感じたものです。翌日には日本

の味を取り戻してはいたのですが。

1980年になって田淵隆一君が

タイのマングローブ調査に加わり

たいと言いました。当時彼は大学

院の学生ですが，実にこまめに料

理をするのです。味もしっかりし

ています。彼を送り出すとき二つ

荻野和彦の5時からセミナー5

所変わり，時が移れば
初めて学術探検隊の一員としてた。最初彼らとは英語を使っての

西パキスタンに行ったのは1957意志疎通です。みんなで食事をす

年のことでした。見るもの，聞くるのは楽しみでしたが，タイ料理

もの自分にとっては全く新しい発にはなかなか手ごわいものがあり

見でした。その後，1961年には夕ました。なかでもパクチー(香菜）

イの生物学調査に加えてもらいまのにおいと,プリックキーヌー(小

した。大学院の学生だったから，型のトウガラシ）の辛みには閉口

それなりの意気込みもありました。しました。ナムプラー（魚醤）や

調査隊が帰ってからも，なんとかカビ(発酵した小エビのペースト）

タイにとどまって研究を続けたいの味も強烈でした。タイ料理には

と思いました。カセートサート大欠かせない要素ですが，それに手

学の林学部長であったテイエム．が出ません。

コムクリス先生が特別学生としてタイ語を習う努力をしました。

受け入れてやろうと言ってくださ大使館に勤めていた石井米雄先生

いました。先生の包容力の大きさに手ほどきをしてもらったので，

を感じたものです。全くの独学というのではありませ

1年間，学寮にサグワン君，ソんが，それでも教科書力噸りでし

一ボン君と一つの部屋に住みました。読んだ表現法は必ずその日の
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'一ポﾝ君と一つの部屋に住みました｡読んだ表現法は必ずその日の
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森林管理の計画と方法を提案する

に最もふさわしい方々である。各

地域での林業活動や土地利用にお

いて常に当面している野生生物，

特に鳥獣の保謹管理を考えるうえ

でまことに時宜にかなった本書の

刊行といえよう。

本書では，まず世界と日本の鳥

獣の多様性とその保全の制度・対

策の現状をまとめ，特に日本の森

林性鳥獣の概要と森林とのかかわ

りをまとめている（第1，2章)。

次に本書の重点として，生息環境

保護管理のための地域区分や森林

施業についての基本的考え方や方

法を提示している（第3，4章)。

また重要な鳥獣種ごとに森林施業

法をまとめ(第5章)，さらに現行

制度の中でこの試案の適用を検討

している(第6章)。さらに保謹に

伴って問題を起こしやすい鳥獣被

害対策について(第7章)，また森

休莱と野生鳥獣
との

共〃に向けて
I●~p●ぬ■函価■U竃

企釘孔■，80口ul

今日では地球レベルから地域レ

ベルまで，さまざまな喋境問題が

顕在化しているが，生物多様性の

保全の問題もその重要な一つであ

る。狭い国土での活発な産業活動

は野生生物の生息地の消滅や環境

悪化を招き，絶滅が危慎される種

も多数生じて，国際的にも地域的

にも種の保護が緊急の課題とされ

ている。

野生生物の保護管理や多様性の

保全において，生物種そのものの

コントロールとともに生息環境の

保全が重要である。特に森林生態

系は多数の動植物の生息地として

極めて重要であり，本書において

も生息環境としての森林管理を重

点に置いている。

最近，森林性鳥獣の生態の調査

研究が目覚しく進み，これを基礎

として保護管理の施策や方法も着

実に進歩している。本書の執筆者

もこの進歩を支えてきた第1級の

研究者であり，総合的で体系的な

林業技術No.6351995．2
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のことを忠告しました｡ﾀｲに！
なじむため,一つはもちろん夕；
イ語を勉強すること，もう一つi

:雷窒鯨＃錘手製I

ど後に合流したとき，彼はタイI

の同寮に対して｢標本の処理が’
十分ではないじゃないか」と叱i

りつけていました｡新しい世代｜
はほとんど苦労もなしに初めかi

らごく自然にﾀｲに溶け込んでI
いったのです。

次の世代にはもっと多くのこ’
とを期待していいと信じていI

ます。

（愛媛大学農学部生物資源学科）I

|蕊溌温’|溌繕義’鱸ま木の成長クイズ

② ④
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中学，高校の授業の中で樹木

に関する項目ｶ少ない，特に理

科の授業では全くないといって

も過言ではないようである。技

術家庭の木工の項目で最初に出

てくるぐらいであるが，成長の

仕組みについてまでは十分に教

えられていない。このように教

育の中で樹木に関する時間が少

ないことが正解率を低くしてい

る。身近なものに関して教育の

時間をもっと割くべきであると

考えていた。しかし最近になっ

て，待てよと思うようになった。

われわれが子供のときはよく木

登りしたりドングリを採って遊

んだり，日常の遊びの中で木と

戯れていた。そういうとき，何

かの宣伝用看板を木に留めてい

た針金がくい込んで，今にも見

えなくなりかけている様子など

を見てきている。そういうこと

から類推すれば，木材離職学を

知らなくてもクギが上に上がる

わけはなく，また常に表面に残

っているはずもないことはカン

でわかりそうである。つまり，

最近の子供たちはあまり木と接
していないのではないかと考え

ると，そちらのほうが恐い気が

する。（雄）

「上図の点線で示した大きさ

の木に深く打ち込んだクギが，

何年か後に木が実線のような大

きさになったとき，どこに存在

しているか番号で示せ」

この問題は，30年近く前，私

が木材組織学を学んだときの初

めに，当時講師だった須藤彰司

先生から出された問題である。

その後機会があると私も使わせ

てもらっている。

昨年，2つの都立高校の坐吻

部の生徒が，私どもの研究所に

所内見学にきた際，木材の構造

と物性について話をする機会が

あった。そのときもこの問題を

出したが，驚いたことに両佼の
先生6人を含めた20人近くで

正解者が0だった。おかげでそ

の後の樹木の成長の仕組みに関

する話に力力:入ったが，前から

以外と皆知らないことはわかっ

ていたが，高校の生物の先生ま
でもがと思うと何か寂しい思い

がした。もっとも30年前,私が

正解であったかどうかは全く忘

れている。本誌の読者の皆さん

は日ごろから木と接しているの

で正解率は高いと思いますが，
まだの方はここで回答してみて

ください。

I

１
１
一グー《亀云いチこ

林管理計画を策定するうえで必要

な情報について整理している。

本書の内容は記述の簡明さもあ

って，大変よく理解しやすいが，

鳥獣保護のための森林管理計画と

いう分野は，これまであまり行わ

れなかった分野であり，執筆者も

述べているように，今後は提案さ

れた試案を全国レベルや地域レベ

ルでの適用事例を重ねて，さらに

具体化してゆく必要があろう。そ

のためには管理計画の立案実施や

モニタリングの体制の確立が急が

れよう。

本書は鳥獣保護の研究者や学生

の方々の参考となるだけでなく，

鳥獣保護に携わる行政マンや技術

者，さらには鳥獣保護に関心を持

つ市民の方々にも広く役立つもの

といえる。

（蜂屋欣二／日本林業技術協会）
(この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.6351995.2



46

お知らせ

会員の皆様には，すでに林業手帳

・林業ノー1､をお届けいたしました

が，さらに会員配布図書『木の100不

思議』を年度内にお届けできるよう，

鋭意作業中です。もう少々お待ちく
ださい。

兵庫県南部地震被災者の皆様に

心よりお見舞申し上げます
社団法人日本林業技術協会

三協三会三の三う亘ご菫き三
森林航測第175号2月下旬発行予定

◎海外出張

○1/22～29,伏見理事を事前情況

調査のためベトナム国に派遣した。

○1/31～2/19，小林顧問を，1／
31～3/11，小原国際事業部次長，

吉村課長代理，宗像技師をグァ
テマラ国調査のため，同国に派

遣した。
◎海外研修員の受け入れ

アルゼンティン侭1,M1･.Martin

ReneRomanoフォルモサ州森林

局局長，1/28～2/9（うち7日間)，
森林管理計画。
◎調査研究部関係業務

1/26～28，沖縄県青年会館（那
覇市)にて，「イリオモテヤマネコ

保護管理事業平成6年度第2回調

査委員会」を開催した。
◎林業技士養成講習スクーIノング
研修

1/23～27,主婦会館（東京・四

シ谷）にて，林業経営部門のスク

ーリング研修を，森林総研の藤森
氏(森林環境部長）ほか10名を講

師として実施した。
◎番町クラブ1月例会

1/30,本会にて林野庁指導部長
弘中義夫氏を誰師として,｢平成7

年度林野庁予算（案）について」
と題する講演および質疑を行った。
◎人事異動（1月31日付け）
定年退職主任調査員菊池基彦

森林GISにおけるデータ検索のユーザーインターフェイス…伊藤達夫
空中写真によるギャップの判読と計測

一なぜギャップを読むのか，どう計るのか……………中静透

地理情報システムを利用した空中写真の活用法の検討…………石川陽明
空中写真に地域の顔を読む3

－自然史の野外教室・栃木県日光…………･…････…･…杉谷隆
本と催し

紋様百態一駅名シリーズ3柿ノ木

お求めはFAXにて日林協事業部まで(FAXO3-3261-3044)

…霞塞識‘息雷鰯霊……"奉繍琴欝器蝿錨騨…"鱸編集部雑記霧需露蕊繍篤雰劉綱鱗鰯…剛…蝋…琴騨鐸蟻識麹爵騨

さざえのつぶやきこの度の大震私信「もしもし,埼玉のYですが，
災で倒壊した木造家屋の多くは，耐Kさんのお宅で･･･｣｢お－,わしや生き
震工法が採用される以前の，しかもとるぞ」兵庫県南部地震から数日後，
老朽化が進んだものであるとの指摘やけに威勢のいい声を聞いたとたん，
がある。それにしても，これほどの惨胸の真ん中あたりがふにゃふにゃに
事になったのには，関西には大地震なった。「塀が倒れたけどな，家は平
はこないという妙を安心感が災いし気やってん」とシャレまで飛び出す。
た而も少なくないようだ。諺どおり尼崎市在住のKさんは高校の先輩。
災いはいつ降りかかってくるかわか現在は西宮市で教員をされている。
らない。しかし,喉元過ぎれば…もまうかがえば，教師のお仲間には圧死
た事実。72年前に大被害を被った我された方もおられ，ご自身は学校に
が居住地域では｢瓦ぶきはしない。二泊り込む日が続いているという。明
階屋は建てない」が教訓となっているさの向こうに家族を思い，学校を
たが,今では,家の出来が違うとばか思い,子どもたちを思い,そして同僚
り完全に無視されている。お陰で視を思う無念さが見え隠れする。先輩，
界が悪くなること…。（喝三度）負けんとキパッてや。（山憂亭明朝）

q■■■●‐■■凸一一■‐ーー仁一一一一一一一一一÷一一一一一一＝＝‐÷‐一一一一一一一一÷一一一一●●＝q■凸｡｡｡＝凸凸｡｡手中心●ロー＝一一早年今一一一一←一・一一一一一一己一一＝一一

1月号訂正①奥付対向(47ページに相当)の本会支部長名を次のとおり訂正し，併
せてお詫び申し上げます｡宮崎県＝中武英雄,北海道営林局＝田中正則,名古屋営林
支局＝田之上弘，熊本営林局＝林久晴。②とじ込み広告の取扱商品目録のうち，
デンドロメーターは完売･製造中止となりました。これまでのご愛顧に対し，厚く御
礼申し上げます。
■凸⑫由＝ー‐‐■＝｡C二一一一ー←一一一一÷一一一｡‐･凸一＝』■今一一一一÷一一一一幸一句キー一合古･ローcc己ニーーーー~－苧一一・●令｡‐今守一争一むむ毎｡■＝凸＝令，■｡÷凸ら｡●寺
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o藤森隆郎・河原輝彦編著
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林業改良普及双譜No.118
175ページ，950円

柵全国林業改良普及協会
a03-3583-8461

・新井正著

r水環境調査の基礎』

168ページ，2,575円
古今書院
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見せる一

幕らしとつながる森をわかりやすく
日･林'鰯の上

社団法人日本林業技術協会

お求めは…当協会事業部(丑3261-6969)まで

森||水と森林|■18分/8,000円・企画/水利科学研究所/国土緑化推進機棡●制作／日本林業技術協会

r生物は、地球令体の水の3群に雌雷し流出を平準化する働きによって．水による災害を肋人1IIIをはじめ地上に住む4冒物は．地球全体の水の3群に貯留し流出を平準化する鋤きによって・水による災害を防

澗たない淡水Iこ依存して生きている。このわずかな淡水が止するとともに、水の利川を艇ならしめている。
′l鋤の消費によって尽きることがないのは．地勇kl二の水は森林の水源かん鍵機能とは何か．その嬢能を總譲fi進す
絶えず術環しているからである。るためにどのような努力が払われても､るのかをわかりやす
森林はi也上における水の循環過恐において，これを‐時く総く。

1よみ力凝る大地’地犬み る 16分/8,000円(英語版とも）・企画/帯広営林支局
寺制作／日本林業技術協会

る野火によって不毛とすくすくと成長し、今りっぱな銅水となった。そればか北海j"ll路市の束北方には．度販なる野火によって不毛とすくすくと成長し，今りっばな森林となった。そればか
の荒野と化した土地が広がっていた。人を寄せつけない広りか，気象が和らぎ多くの帥怖”が定糟するようになった
大な棚脈に．釧路地方の発展に寄与することをH猯して，うえ，水質も良くなり沿岸の漁業に好影辮を与えるなど環
森林の造成力始められたのは今から30数年前のことであっ境面でも大いに貢献している。
た。不毛の原野に挑んだフォレスターたちの壮大なドラマ。
MMflifiえつけられた2.500万本の繭木は.手厚い保護のも

E翻溺］ 21分/8,000円
●企画

【済性．防火上の配職などから．小・中学校の校舎は．経済性，防火上の配腫などから．

鉄筋コンクリート造が当たり前のように考えられてきた力‘
JI瞳丘木造校舎が兄面され始めたのはなぜだろうか。秋111県，
愛野!咄，鯆岡県に木造の小・中t詞交を訪ねて，先鞭方や生
徒たちの感恕をきいてみた。
･･nil'立って授業をしなければならない先生は,「腰力嫉

||木の内装|’木 内 17分/8,000円
●企画

我力聡lには，住まいを木材で造ってきた焚い雌史がある。
それは，木材が身近に豐富にある材料であったことにもよ
る力《我力恒の気候風土に最も適した使いやすい材料であ
ったからである．

雄近，生活様式の変化に伴って，人々の縦宅についての
好みも多様化している力＊木造一戸通が好ましいとする人
が雌も多く．鉄筋コンクリート造の個諾の場合でもせめて

日本木材備蓄機構●制作／日本林業技術協会

れなくなった」保健室の先生は､｢Z臘徒の怪我が少なくなっ
た」生徒指導謹偲の先生は,｢物の命を大事にする気持ちが
芽生えた」と木造の良誉を棚面し、さらに生徒たちも木造
の家庭的雰囲気のなかで学校生活を架しんでいることがわ
かった。木の良さを考えさせるルポルタージュ。

日本木材備蓄機構・制作／日本林業技術協会

内装は木材にしたいという人が多いという訟齢綣果がある･
な．せ赤材が良いの力､乾i腿，断熱遮音，光の反射など
について居像性の縄込ていることを科学的にしかもわかり
やすくビジュアルに解説するとともに，居住者へのインタ
ビューも試み，内装材としての木材の良きをアピールする
前掲作の姉財鋳。
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皆川正著日本のデザインの創成期に、

すぐ、れたう。ロトタイフ｡・デザインを生み出し、

その後の日本のデザイン界にも多大な

影響を与え続ける皆川正。

インダストリアル・デザイナーである氏が

多忙な時間の合間を縫って、四半世紀にわたり

作り溜めた木彫りの魚を、一冊にまとめた作品集。

百点を超える作品写真とともに、

著者自身による作り方を収録する。

＝、●開発調査・環境アセスメントに空中写真／
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MISizp〃HA a
。隙準ﾀｲブ¥198,000(ACｱダプ久卿1Iﾌ゚ﾗｽﾁｯｸ収納ｹーｽ付･）

畠プリンタﾀｲブ¥230,000(ACｱダﾌ汐､専用ブﾗｽﾁｯｸ収納ケースIOO(ACｱダﾌ汐､専用ブﾗｽﾁｯｸ収納ｹー ｽ､ロール紙付）

プラニクスαは､①座標②辺長③線

農⑥i文1,L、⑦三斜(底辺.商さ.而積）豊竺鯰
タマヤのスーノ､9－ブラニクスαは､qj凰皇襟(Z)j型煙Q』)線

憂④而繊⑤半径⑥似1,L、⑦三斜(底辺･商さ･而積）

⑧角度(2辺長･狭角)の蝦鐡な測定機能を持っていますも

オプションとして16ｲ行'j､型プリンタ、RS-232Cインターフェ

イスケーフフレ､無線によるワイヤレスモテミムのいずれかが接

続血I能で･すも

桝器PLANIX5000の優れた磯能を継承･発腱させたスー

パーブラニクスα､抜群のコスト/ミフォーマンスで図形測定

のスーノ寺一テシ守イス新益場。

’
ソコン

曇
パソコン

■ ワイヤレス毛鈩ムP

恥 馬－
１
－
■
一
昼

踵fPLAMXな

タマヤ計測ジコテム慌式薑社
図丁AM 〒104東京都中央区銀座4-4-4アートピルTEL.03-3561-8711MX.03-3561-8719
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	表1

	表2

	1995年2月号目次

	論壇_小私有林の将来を考える-間われる私的所有の意味-

	解説_小規模私有林の経営戦略_福岡県添田町・井上九八郎氏の森林経営

	解説_ここまで見えてきたヒノキ漏脂病

	解説_根元曲りの少ないスギ_出羽の雪1号および出羽の雪2号の特性と経済的メリット

	解説_山形県小国町の白い森構想

	林業関係行事一覧
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	第40回林業技術コンテスト要旨6_マツノザイセンチュウ抵抗性マツの現地適応試験について

	トピック_木材の寸法安定性能の向上を目指して-グリオキザール樹脂処理材の特徴と応用例-

	あの山はどうなった29_野辺地防雪原林・鉄道記念物-日本最古の鉄道防雪林

	会員の広場_造林者の立場からⅤ(藤原昭彦・「青年林業士の目」併載p.36)

	日本人の長寿食11_ご飯を「長寿食」にする炊き方

	人生至る所に11_蝶で国際協力（5）-キナバル国立公園へ

	傍目八木_長野は木でもつ、木は何でもつ／統計にみる日本の林業_林業所得の推移／林政拾遺抄_ウッドパーク

	荻野和彦の5時からセミナー5_所変わり，時が移れば／本の紹介_林業と野生鳥獣との共存に向けて／こだま_木の成長クイズ

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


